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デザイントラック出発式
１１月２７日、株式会社平中サービスの多治見市をＰＲするデザイン
トラック出発式が行われ、議長をはじめ議員も出席しました。

土岐川左岸ポンプ場現場視察
10月19日、完成間近の土岐川左岸ポンプ場の現場視察を行いました。
平成31年２月完成予定です。

多治見工業高等学校おとどけセミナー
11月12日、多治見工業高等学校の３年生を対象に、18歳選挙権と議会
について、おとどけセミナーを実施しました。



2Tajimi-City Council

おもな案件

12
多
治
見
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償

及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

多
治
見
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
に
お
け
る

審
議
の
結
果
、
市
議
会
の
議
長
、
副
議
長
お
よ

び
議
員
に
支
給
す
る
議
員
報
酬
月
額
は
引
き
上

げ
が
妥
当
と
の
答
申
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を

踏
ま
え
、
議
員
報
酬
月
額
を
改
め
る
も
の
で
す
。

議
長

副
議
長

議
員

改
正
前
58
万
円

53
万
円

48
万
２
千
円

改
正
後
58
万
４
千
円
53
万
４
千
円
48
万
６
千
円

　
　
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

多
治
見
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償

及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
お
け
る
一
般
職
職
員
の
勤
勉
手

当
支
給
割
合
の
引
き
上
げ
に
準
じ
、
市
議
会
議
員

の
期
末
手
当
支
給
割
合
を
改
め
る
も
の
で
す
。

《
期
末
手
当
支
給
割
合
》

６
月

12
月

合
計

改
正
前

２
．１
０
月
２
．２
５
月
４
．３
５
月

平
成
30
年

12
月
１
日
２
．１
０
月
２
．３
０
月
４
．４
０
月

平
成
31
年

４
月
１
日
２
．２
０
月
２
．２
０
月
４
．４
０
月

　
　

 

公
布
の
日
か
ら
施
行
（
一
部
は
平
成
31
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
）

　
　

 

改
正
後
の
一
部
の
規
定
は
、
平
成
30
年
12

月
１
日
か
ら
適
用

多
治
見
市
常
勤
の
特
別
職
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

人
事
院
勧
告
に
お
け
る
一
般
職
職
員
の
勤
勉

手
当
支
給
割
合
の
引
き
上
げ
に
準
じ
、
市
長
、

副
市
長
お
よ
び
教
育
長
の
期
末
手
当
支
給
割
合

を
改
め
る
も
の
で
す
。

《
期
末
手
当
支
給
割
合
》

６
月

12
月

合
計

改
正
前

２
．１
０
月
２
．２
５
月
４
．３
５
月

平
成
30
年

12
月
１
日
２
．１
０
月
２
．３
０
月
４
．４
０
月

平
成
31
年

４
月
１
日
２
．２
０
月
２
．２
０
月
４
．４
０
月

　
　

 

公
布
の
日
か
ら
施
行
（
一
部
は
平
成
31
年

４
月
１
日
か
ら
施
行
）

　
　

 
改
正
後
の
一
部
の
規
定
は
、
平
成
30
年
12

月
１
日
か
ら
適
用

多
治
見
市
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正

　

岐
阜
県
の
方
針
を
受
け
、
母
子
家
庭
等
の
母

お
よ
び
児
童
な
ら
び
に
父
子
家
庭
の
父
お
よ
び

児
童
に
交
付
す
る
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
有

効
期
間
を
変
更
す
る
た
め
、
必
要
な
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

　
（
１
） 

母
子
家
庭
等
の
母
お
よ
び
児
童
な
ら
び

に
父
子
家
庭
の
父
お
よ
び
児
童
に
対
す

る
受
給
者
証
の
有
効
期
間
を
10
月
31
日

（
改
正
前
：
９
月
30
日
）
ま
で
と
す
る
。

　
（
２
）
そ
の
他
規
定
の
整
理
を
行
う
。

　
　
　

  （
１
）
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

　
　
　

  （
２
）
公
布
の
日
か
ら
施
行

多
治
見
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
災
害
援
護
資
金
の
貸
付
利
率

を
、
年
３
パ
ー
セ
ン
ト
以
内
で
市
長
が
別
に
定

め
る
率
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
平
成
31
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

を
可
決

　
多
治
見
市一般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

14
億
３
１
５
万
円
を
増
額
し
、３
７
９
億
９
千

８
１
８
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。事
業
内
容
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

□
小
学
校
空
調
機
整
備
事
業
費

　
８
億
７
９
７
万
５
千
円

□
中
学
校
空
調
機
整
備
事
業
費

　
４
億
６
千
２
１
７
万
５
千
円

□
幼
稚
園
施
設
改
良
事
業
費

　
１
億
３
千
３
０
０
万
円

　
小
学
校
（
小
泉
小
学
校
を
除
く
12
校
）、
中
学

校
（
全
８
校
）、
幼
稚
園
（
４
園
）
の
空
調
機
整

備
に
伴
う
工
事
請
負
費
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。

平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

を
可
決

　

多
治
見
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
１
億
５
千
９
１
６
万
２
千
円
を
増
額
し
、

３
８
１
億
５
千
７
３
４
万
２
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
お
も
な
事
業
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

□
未
熟
児
養
育
医
療
給
付
費　

２
千
９
５
０
万
円

　

在
留
資
格
の
な
い
外
国
人
が
、
帰
国
前
に
出

産
し
た
未
熟
児
へ
の
養
育
医
療
給
付
の
た
め
に

扶
助
費
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

□
道
路
橋
り
ょ
う
維
持
費

　
５
５
９
万
円

　

台
風
21
号
に
よ
る
倒
木
処
理
等
災
害
復
旧
業

務
に
伴
う
委
託
料
お
よ
び
ド
ロ
ー
ン
導
入
に
伴

う
備
品
購
入
費
等
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

□
体
育
館
施
設
整
備
費　

１
千
１
４
７
万
４
千
円

　

総
合
体
育
館
第
１
競
技
場
観
覧
席
の
改
修
等

を
行
う
た
め
に
増
額
す
る
も
の
で
す
。

物
品
供
給
契
約
を
締
結

　

き
き
ょ
う
バ
ス
中
心
市
街
地
線
坂
上
ル
ー
ト

の
車
両
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
新
た
に
車
両
を

購
入
す
る
も
の
で
す
。

　
　
契
約
金
額　

２
千
６
０
万
１
千
４
７
０
円

　
　
契
約
の
方
法　
指
名
競
争
入
札

　
　
契
約
の
相
手
方　
多
治
見
市
東
町
１
丁
目
21
番
地

　
　
　
　
　
　
　
東
濃
自
動
車
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
代
表
取
締
役　
古
田
重
雄

請
願
を
採
択

　

平
成
30
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
、「
学
校
施
設
へ
の
空
調
機
設
置
を

２
０
１
９
年
６
月
末
ま
で
に
実
現
す
る
よ
う
求
め
る

請
願
」に
つ
い
て
は
、そ
の
後
、厚
生
環
境
教
育
常
任
委

員
会
に
て
慎
重
に
審
査
を
重
ね
た
結
果
、同
委
員
会

で
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
、平
成
30
年
11
月
22
日
の

本
会
議
に
お
い
て
、賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
の

お
も
な
案
件

お
も
な
案
件



3 2019.2.1　No.191

12月定例会

１１月

１２月

2月

3月

本会議（招集～提案説明、委員長報告
（請願審査）～表決、質疑（補正予算）
～委員会付託）総務常任委員会、厚生環
境教育常任委員会
本会議（委員長報告（補正予算）～表決）
本会議（質疑～委員会付託）
総務常任委員会

本会議（招集～提案説明）
本会議（質疑～委員会付託）
総務常任委員会
経済建設常任委員会
厚生環境教育常任委員会
委員会（請願予備日）

２２日（木）

２９日（木）
３日（月）

２２日（金）
２８日（木）
４日（月）
６日（水）
７日（木）
８日（金）

12月定例会の会議状況

3月定例会の予定

項　　目 議　　　　案

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
吉
田
企
貴

佐
藤
信
行

渡

部

昇

渡
辺
泰
三

山
口　
真
由
美

森            

厚　　

寺
島
芳
枝

古
庄
修
一

柴
田
雅
也

松
浦
利
実

山
中
勝
正

若
尾
敏
之

三
輪
寿
子

若
林
正
人

林　　　

美

行

加
藤
元
司

若
尾
円
三
郎

安
藤
英
利

仙
石
三
喜
男

加
納
洋
一

井
上　
あ
け
み

石
田
浩
司

嶋
内
九
一

若
尾
靖
男

条例改正

市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末
手当に関する条例（議員報酬月額） ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長

○ ○ ○ ○

市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末
手当に関する条例（期末手当支給割合） ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

常勤の特別職職員の給与に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
補正予算 一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請願 学校施設への空調機設置を 2019 年６月末
までに実現するよう求める請願 × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ 欠 × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ×

  注） ○：賛成　 ×：反対　 欠：欠席　 退：採決時に退席

12月定例会の議決結果

経済建設常任委員会
厚生環境教育常任委員会　
本会議（市政一般質問）
本会議（市政一般質問）
本会議（委員長報告～表決、（議会発議
案件）提案説明～質疑～表決）

本会議（市政一般質問）
本会議（市政一般質問）　
※午前９時開始
本会議（市政一般質問：予備日）　
※午前９時開始
本会議（委員長報告～表決）

４日（火）
５日（水）　
１２日（水）
１３日（木）
２０日（木）

１４日（木）
１５日（金）

１８日（月）

２２日（金）

《条例改正》
 　・職員の給与に関する条例等
 　・福祉医療費の助成に関する条例
 　・ 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援す

るための条例
 　・市営住宅管理条例
 　・災害弔慰金の支給等に関する条例
 　・市議会委員会条例（議会発議）

《規則改正》
　・市議会会議規則（議会発議）

《補正予算》
　・一般会計補正予算（第３号）
 　・下水道事業特別会計補正予算（第２号）
 　・国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
 　・駅北土地区画整理事業特別会計補正予算（第２号）
 　・介護保険事業特別会計補正予算（第２号）

《その他議案》
　・物品供給契約の締結
 　・工事請負契約の変更
 　・可児川防災等ため池組合規約の変更

〇全会一致の議案

〇賛否が分かれた議案

＊会議は、開始時間の記載がある場合を除き、午前 10 時からです。
＊提出議案等により、委員会の開催予定日が変更になることがありますので、ご注意ください。
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■ 
常
任
委
員
会
審
査
概
要 

■

議
会
の
情
報
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
す
る
た
め
、

３
つ
の
常
任
委
員
会
で
の
審
査
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●�

議
第
１
１
１
号　

多
治
見
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費

用
弁
償
及
び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
に
つ
い
て

　

「
多
治
見
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
審
議
に
お
い
て
、

非
常
勤
の
特
別
職
だ
け
報
酬
を
上
げ
、
常
勤
の
特
別
職
に
対

し
て
は
据
え
置
き
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の

よ
う
な
議
論
が
あ
り
、
こ
の
違
い
が
出
た
の
か
」
と
い
う
質

疑
に
対
し
、
「
今
回
、
市
議
会
議
員
だ
け
報
酬
額
が
上
が
っ

た
部
分
に
つ
い
て
、
答
申
書
に
は
、
「
議
員
活
動
の
み
で
生

活
が
成
り
立
つ
報
酬
に
少
し
で
も
近
づ
け
る
。
若
い
人
が
議

員
を
や
り
た
い
と
思
え
る
環
境
を
整
備
し
て
い
く
べ
き
」
と

あ
り
、
こ
れ
が
今
回
、
議
員
の
報
酬
額
を
引
き
上
げ
た
理
由

で
あ
る
。
多
治
見
市
特
別
職
報
酬
等
審
議
会
事
務
局
と
し
て

は
、
審
議
会
は
専
門
家
が
集
ま
っ
て
行
う
も
の
で
は
な
く
、

基
本
的
に
市
民
目
線
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ど
う
感
じ
る

の
か
、
妥
当
だ
と
思
う
の
か
、
い
ろ
い
ろ
な
目
で
見
て
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
１
１
９
号　
平
成
30
年
度
多
治
見
市一般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）（
所
管
部
分
）

　

学
校
施
設
等
の
空
調
機
整
備
事
業
費
へ
、
財
政
調
整
基
金

の
災
害
留
保
分
を
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、

「
他
の
事
業
に
影
響
を
与
え
な
い
た
め
、
ま
た
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
と
い
う
点
で
、
災
害
留
保
分
を
使
用
す
る
こ
と
に

し
、
臨
時
財
政
対
策
債
の
使
用
は
控
え
た
。
ま
た
、
国
庫
補

助
が
見
込
み
よ
り
少
な
か
っ
た
場
合
は
、
一
般
財
源
で
補

●�

議
第
1
1
7
号　

多
治
見
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
に
つ
い
て

　

「
市
営
住
宅
の
用
途
廃
止
が
順
番
に
進
ん
で
い
く
が
、
入

居
者
が
少
な
く
て
も
１
棟
全
体
の
維
持
管
理
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
用
途
廃
止
し
て
い
く
団
地
と
、
今
後
も
残
し

て
い
く
団
地
を
で
き
る
だ
け
早
く
決
め
、
用
途
廃
止
を
行
っ

た
と
こ
ろ
は
宅
地
と
し
て
売
り
出
す
な
ど
別
途
利
用
す
る
ほ

う
が
よ
い
と
思
う
が
、
今
後
の
見
通
し
は
ど
の
よ
う
か
」
と

の
質
疑
に
対
し
、
「
現
在
、
高
根
団
地
で
集
約
化
に
向
け
た

市
営
住
宅
の
建
設
を
進
め
て
い
る
。
集
約
化
は
か
な
り
難
し

い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
高
根
団
地
で
う
ま
く
い
け
ば
、
ま
た

次
の
段
階
を
考
え
て
い
け
る
。
集
約
化
に
よ
り
土
地
利
用
を

図
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
順
次
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
1
2
0
号　
平
成
30
年
度
多
治
見
市一般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）（
所
管
部
分
）

　

Ｔ
Ｍ
Ｏ
関
係
事
業
費
に
つ
い
て
、
「
空
き
店
舗
の
所
有
者

が
貸
す
の
に
積
極
的
で
な
い
理
由
は
何
か
」
と
の
質
疑
に
対

し
、
「
１
階
が
店
舗
で
２
階
に
所
有
者
が
居
住
さ
れ
て
い
る

た
め
、
貸
す
こ
と
を
嫌
が
ら
れ
る
な
ど
の
事
情
が
あ
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

債
務
負
担
行
為
の
追
加
の
う
ち
、
道
路
等
維
持
管
理
業
務

委
託
の
４
千
万
円
に
つ
い
て
、
「
休
日
や
夜
間
の
道
路
等
の

維
持
管
理
の
経
費
と
い
う
こ
と
だ
が
、
こ
れ
に
は
融
雪
剤
を

撒
く
費
用
も
含
ま
れ
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、
「
融

●�

議
第
1
1
5
号　

多
治
見
市
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

　
「
改
正
内
容
は
ど
の
よ
う
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、
「
今
ま

で
、
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
福
祉
医
療
の
認
定
を
８
月
に
行
っ

て
い
た
が
、
も
と
に
な
る
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
の
月
が
後

ろ
に
ず
れ
た
の
で
、
福
祉
医
療
の
認
定
の
た
め
に
同
じ
こ
と

を
単
独
で
行
う
必
要
が
出
て
く
る
。
事
務
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
福
祉
医
療
の
認
定
も
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
後

に
で
き
る
よ
う
期
間
を
ず
ら
す
も
の
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
1
1
8
号　

多
治
見
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
に
つ
い
て

　
「
再
建
資
金
の
限
度
額
と
返
済
期
間
は
ど
れ
く
ら
い
か
」と
の

質
疑
に
対
し
、「
こ
れ
は
国
の
制
度
で
、限
度
額
は
3
5
0
万
円
、

返
済
期
間
は
10
年
で
あ
る
。現
行
法
の
貸
付
利
率
３
％
に
つ
い

て
、大
規
模
災
害
を
受
け
、被
災
自
治
体
が
弾
力
的
に
貸
付
利

率
を
定
め
る
こ
と
で
被
災
者
の
救
済
が
速
や
か
に
で
き
る
よ
う

法
改
正
さ
れ
た
。こ
の
条
例
で
は
、市
長
が
別
に
定
め
る
と
い
う

形
で
規
則
に
委
任
し
、規
則
で
は
貸
付
利
率
０
％
、原
資
の
み
の

返
済
で
い
い
と
考
え
て
い
る
」と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
「
近
隣
市
は
貸
付
利
率
を
ど
れ
く
ら
い
に
設
定
し

て
い
る
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、
「
東
濃
で
は
、
中
津
川
市

だ
け
現
行
の
貸
付
利
率
３
％
の
ま
ま
で
改
正
し
な
い
と
い
う

方
針
を
決
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、
ほ
か
の
自
治
体
は
検
討
に

至
っ
て
い
な
い
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　
佐
藤　
信
行

経
済
建
設
常
任
委
員
会委

員
長　
渡
部　
昇

厚
生
環
境
教
育
常
任
委
員
会

委
員
長　
山
口　
真
由
美

↖

↖
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て
ん
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�
議
第
１
２
０
号　
平
成
30
年
度
多
治
見
市一般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）（
所
管
部
分
）

　
「
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
暗
号
化
の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
委
託
料
の
増
額
の
関
係
で
あ
る

が
、
Ｓ
Ｓ
Ｌ
の
暗
号
化
の
予
算
の
話
で
あ
る
の
か
、
ま
た
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、
平
成
30
年
９

月
25
日
に
総
務
省
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｌ
化
の
推
奨
に
つ
い
て
通
達
が

あ
っ
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ

い
て
も
影
響
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
急
き
ょ
、
補
正
予
算

で
対
応
す
る
。
機
能
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
変
わ
ら
な
い
と

思
う
が
、
今
や
ら
な
い
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
、
保
護
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
出
る
。
実
害
は
な
い

が
、
表
示
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
一
番
の
目
に
見
え

る
点
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

雪
剤
の
散
布
に
つ
い
て
は
、
別
途
市
内
の
土
木
業
者
と

契
約
を
締
結
し
て
お
り
、
そ
の
契
約
に
よ
っ
て
散
布
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
今
回
補
正
す
る
４
千
万
円
は
、
休
日
や
夜
間

に
道
路
の
陥
没
の
穴
埋
め
、
側
溝
の
ふ
た
の
交
換
、
倒
木
処

理
な
ど
、
緊
急
性
を
求
め
ら
れ
る
状
況
が
発
生
し
た
場
合

の
処
理
や
、
道
路
河
川
課
の
現
業
職
員
で
対
応
で
き
な
い
よ

う
な
作
業
の
た
め
の
費
用
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

●
議
第
1
2
5
号　
物
品
供
給
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

「
き
き
ょ
う
バ
ス
の
入
札
だ
が
、
今
回
指
名
し
た
５
社
以

外
に
も
事
業
者
は
い
た
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、
「
業
者

の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
多
治
見
市
の
競
争
入
札
参
加
資
格

名
簿
に
登
録
し
て
い
る
県
内
事
業
者
す
べ
て
に
確
認
を
行

い
、
参
加
の
意
向
の
あ
る
事
業
者
５
社
を
指
名
し
た
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

議
第
1
2
0
号　
平
成
30
年
度
多
治
見
市一般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）（
所
管
部
分
）

　
【
衛
生
費
：
未
熟
児
養
育
医
療
給
付
費　
2
千
9
5
0
万
円
】

　
「
在
留
資
格
の
な
い
外
国
人
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
っ
た
方

な
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、
「
不
法
滞
在
者
で
あ
る
。
こ

の
方
は
、
在
留
資
格
の
な
い
状
況
で
妊
娠
を
さ
れ
、
出
産
前

に
入
国
管
理
局
に
出
頭
し
、
帰
国
予
定
で
あ
っ
た
が
、
切
迫

早
産
で
帰
国
前
に
出
産
し
た
と
い
う
状
況
で
あ
る
」
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
【
債
務
負
担
行
為
の
変
更
：
が
ん
検
診
受
診
票
作
成
電
算
処

理
委
託　
3
5
0
万
円
】　

　
「
1
4
1
万
円
か
ら
の
増
額
理
由
は
何
か
」
と
の
質
疑
に

対
し
、
「
毎
年
通
知
し
て
い
る
が
ん
検
診
の
対
象
者
を
２
万

人
か
ら
６
万
８
千
人
に
拡
大
す
る
た
め
で
あ
る
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

事件番号 件名 審査結果

議第111号
多治見市議会議員の議員報酬、費
用弁償及び期末手当に関する条例
の一部を改正するについて

原案可決

議第112号
多治見市議会議員の議員報酬、費
用弁償及び期末手当に関する条例
の一部を改正するについて

議第113号
多治見市常勤の特別職職員の給与
に関する条例の一部を改正するに
ついて

議第114号 多治見市職員の給与に関する条例
等の一部を改正するについて

議第119号 平成 30 年度多治見市一般会計補
正予算（第３号）（所管部分）

議第120号 平成 30 年度多治見市一般会計補
正予算（第４号）（所管部分）

事件番号 件名 審査結果

議第117号 多治見市営住宅管理条例の一部を
改正するについて

原案可決

議第120号 平成 30 年度多治見市一般会計補
正予算（第４号）（所管部分）

議第121号 平成 30 年度多治見市下水道事業
特別会計補正予算（第２号）

議第123号
平成 30 年度多治見駅北土地区画
整理事業特別会計補正予算（第２
号）

議第125号 物品供給契約の締結について

議第127号 可児川防災等ため池組合規約の変
更について

事件番号 件名 審査結果

議第115号 多治見市福祉医療費の助成に関す
る条例の一部を改正するについて

原案可決

議第116号
多治見市障害者の日常生活及び社
会生活を総合的に支援するための
条例の一部を改正するについて

議第118号 多治見市災害弔慰金の支給等に関す
る条例の一部を改正するについて

議第119号 平成 30 年度多治見市一般会計補
正予算（第３号）（所管部分）

議第120号 平成 30 年度多治見市一般会計補
正予算（第４号）（所管部分）

議第126号 工事請負契約の変更について

請 第 １ 号
学校施設への空調機設置を 2019
年６月末までに実現するよう求め
る請願

採択すべ
きもの

付託された議案

付託された議案

付託されたおもな議案

↘

↘

常任委員会審査概要
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市政一般質問
　市政一般質問は、議案質疑のほかに市政全般にわたって市の行政事務の状況や将来に対する方針などをた
だすもので、定例会に限って行われます。
　今回は17人の議員が登壇し、市の考えを尋ねました。
　６ページから14ページまで、登壇順におもな内容を掲載しています。

●仙石三喜男�議員 東濃５市による通信指令業務『共
同運用』の本市の対応について 6Ｐ

●古庄　修一�議員 多治見消防がめざす姿への整備
計画について 7Ｐ

●井上あけみ�議員 教育機会確保法を活かそう！多治見
市が自治体としてできる事は何か？ 7Ｐ

●柴田　雅也�議員 地域墓地とこれからの墓地のあり
方について 8Ｐ

●山口真由美�議員 ハンセン病から考える人権教育に
ついて 8Ｐ

●森　　　厚�議員 多治見市と一般財団法人池田町
屋公民館との連携について 9Ｐ

●佐藤　信行�議員 食育指導と会食恐怖症について 9Ｐ

●石田　浩司�議員 自治会加入促進条例制定につい
て 10Ｐ

●寺島　芳枝�議員 小中学生の荷物の軽減について 10Ｐ

●若尾　靖男�議員 華立やすらぎの杜について 11Ｐ

●渡部　　昇�議員 無料風しん抗体検査の対象者の
拡大について 11Ｐ

●渡辺　泰三�議員 代理受領制度について 12Ｐ

●林　　美行�議員 多治見市の抱えている危機、どの
ように乗り越えるか。 12Ｐ

●若林　正人�議員 多治見市財政の健全化について 13Ｐ

●若尾　敏之�議員 女性消防隊の歩みと今後の活動
について 13Ｐ

●三輪　寿子�議員 防災対策について 14Ｐ

●吉田　企貴�議員 イノシシ対策について 14Ｐ

市政一般質問

東
濃
５
市
に
よ
る
通
信
指
令
業
務

『
共
同
運
用
』の
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

　

災
害
・
救
急
・
救
助
活
動
な
ど
24
時
間
体

制
で
市
民
の
安
全
を
守
る
た
め
、
消
防
の
通

信
指
令
業
務
『
共
同
運
用
』
が
国
の
方
針
に

よ
り
進
め
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
本
市
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問��

平
成
30
年
の
消
防
庁
か
ら
の
通
知
は
、
平

成
25
年
の
通
知
の
内
容
と
異
な
る
が
、
整

合
性
は
い
か
が
か
。

答��【
副
市
長
】 

国
は
、
平
成
25
年
に
消
防
広
域

化
重
点
地
域
を
創
設
す
る
な
ど
消
防
の
広
域

化
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
市
町
村

の
消
防
の
広
域
化
に
関
す
る
基
本
指
針
」
の

改
正
を
行
っ
た
。
平
成
29
年
に
は
、「
都
道

府
県
は
市
町
村
の
消
防
の
連
携
・
協
力
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
必
要
な
調
整
を
行
う
等
、

積
極
的
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
も

の
と
す
る
」
と
通
知
し
た
。
通
信
指
令
業
務

の
共
同
運
用
が
、
消
防
の
広
域
化
に
つ
な
げ

る
効
果
が
特
に
大
き
い
こ
と
等
を
十
二
分
に

認
識
し
た
上
で
検
討
し
、
原
則
、
全
県一区

と
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

��

問��

現
在
、
岐
阜
県
と
し
て
は
、
平
成
37
年
の

全
県
一
区
化
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
れ
ま

で
の
間
、
岐
阜
県
下
20
消
防
本
部
の
現
在

の
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
稼
働
に
支
障
は

な
い
か
。

答��【
消
防
長
】 

本
市
の
現
在
の
通
信
指
令
シ

ス
テ
ム
は
昨
年
大
幅
な
部
品
交
換
を
行
っ

て
お
り
、
今
後
は
必
要
最
低
限
の
更
新
を

行
い
全
県
一
区
化
ま
で
延
命
す
る
考
え
で

あ
る
。
な
お
、
全
県
一
区
化
が
平
成
37
年

度
よ
り
遅
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
時
点

で
、
東
濃
５
市
は
離
脱
す
る
考
え
で
意
思

統一を
図
っ
て
い
る
。

問��

現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
34
年
に
東
濃
５
市

に
よ
る
共
同
運
用
を
目
指
し
て
は
と
提
案

す
る
が
い
か
が
か
。

答��【
市
長
】 

多
治
見
市
と
し
て
は
、
全
県一区

を
目
指
し
、
そ
れ
が
不
可
能
に
な
っ
た
と
き

は
、
東
濃
５
市
で
平
成
34
年
の
共
同
運
用
を

目
指
し
て
い
る
。
東
濃
５
市
の
首
長
間
で
は
、

共
同
運
用
に
つ
い
て
意
思
統一は
で
き
て
い
る

が
、
全
県一区
に
よ
る
共
同
運
用
の
方
が
メ

リ
ッ
ト
が
大
き
い
と
考
え
る
。

問��

岐
阜
県
は
共
同
運
用
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は

す
る
が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
全
県

一
区
を
進
め
る
考
え
は
な
い
と
の
こ
と
だ

が
い
か
が
か
。

答��【
市
長
】 

県
内
全
て
の
首
長
が
全
県一区
に

賛
同
し
て
お
り
、
岐
阜
県
に
は
ど
の
場
所
で

ど
う
や
っ
て

い
く
か
と

い
う
こ
と

に
つ
い
て

バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
を
お
願

い
す
る
と

い
う
状
況

で
あ
る
の

で
、
期
待

し
て
い
る
。

仙
せ ん

石
ご く

三
み

喜
き

男
お

高機能消防指令システム
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問��

教
育
機
会
確
保
法
に
ど
の
よ
う
な
認
識
を

持
っ
て
い
る
の
か
。

答��【
市
長
】 

法
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
安
心
・

安
全
な
学
校
づ
く
り
、
個
々
の
不
登
校
児

童
生
徒
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
を
推
進
す

る
。

　
　

 　
ま
た
、
多
様
で
適
切
な
教
育
機
会
の
確

保
、
教
育
相
談
体
制
を
一
層
充
実
し
て
い

く
。

�
答��【
副
教
育
長
】 

不
登
校
児
童
生
徒
は
「
学

校
に
行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
」
状
況
に

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
願
い
を
か

な
え
、
本
人
の
社
会
的
自
立
に
向
け
た
意

欲
を
高
め
る
こ
と
は
、
学
校
や
教
育
委
員

会
の
重
要
な
責
務
で
あ
る
。

　
　

 　

本
人
お
よ
び
保
護
者
の
意
思
を
十
分
に

尊
重
し
、
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

��

問��

保
護
者
や
不
登
校
経
験
者
、
フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
関
係
者
な
ど
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
て
は
ど
う
か
。

答� ��【
副
教
育
長
】 

関
係
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考

え
や
思
い
を
伝
え
合
う
こ
と
は
大
切
だ
と

考
え
て
い
る
。
適
応
指
導
教
室
「
さ
わ
ら

び
学
級
」
の
仕
組
み
を
い
か
し
、
規
模
や

形
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
学
習
会
や
講
演
会
等

の
開
催
を
検
討
し
た
い
。

問��

本
市
で
は
、「
さ
わ
ら
び
学
級
」
な
ど
事

業
を
展
開
し
て
い
る
が
、
児
童
生
徒
の
自

己
肯
定
感
を
高
め
る
こ
と
や
生
き
て
い
く

力
を
身
に
着
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
川
崎
市
で
は
、
同
様
な

市
の
施
設
を
指
定
管
理
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
特
定

非
営
利
法
人
）
が
運
営
し
、
昼
食
づ
く
り

な
ど
を
含
め
、
多
様
な
活
動
で
地
道
な
成

果
を
上
げ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
教
育
委
員
会
・
学
校
と
い
う
概
念

か
ら
発
想
を
変
え
る
こ
と
も
必
要
で
は
な

い
か
。
子
ど
も
の
権
利
条
例
の
先
進
市
の

こ
の
よ
う
な
事
例
を
調
査
研
究
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答��【
副
教
育
長
】 

不
登
校
児
童
生
徒
の
居
場

所
と
し
て
、
適
応
指
導
教
室
「
さ
わ
ら
び

学
級
」
の
充
実
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
先
進
事
例
の
研
究
を
行
っ
て
い

き
た
い
。

教
育
機
会
確
保
法
を
活
か
そ
う
！

多
治
見
市
が
自
治
体
と
し
て

で
き
る
事
は
何
か
？

井
い の

上
う え

あけみ

　
「
教
育
機
会
確
保
法
」
が
、
施
行
さ
れ
２

年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
法
律
に
よ

り
不
登
校
へ
の
国
の
考
え
方
が
変
わ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
学
校
に
適
応
さ
せ
登
校
を
さ
せ

る
方
針
か
ら
、
学
校
以
外
の
場
で
も
、
多
様

な
形
で
義
務
教
育
に
相
当
す
る
普
通
教
育
の

機
会
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
国
も
地
方
自
治

体
も
努
力
を
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

　
不
登
校
で
あ
る
こ
と
が
子
ど
も
の
人
生
に

と
っ
て
不
利
と
な
ら
な
い
よ
う
、
教
育
の
機

会
の
確
保
が
必
要
で
あ
り
、
本
市
と
し
て

何
ら
か
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
べ
き
と
考

え
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
離
婚
後
の
子
ど
も
支
援
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
ド
ロ
ー
ン
の
導
入
に
つ
い
て

多
治
見
消
防
が
め
ざ
す
姿
へ
の
整
備

計
画
に
つ
い
て

古
ふ る

庄
しょう

　修
しゅう

一
い ち

　

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
人
口
減
少
に
伴

う
担
い
手
不
足
等
の
課
題
が
あ
る
。
そ
ん

な
中
、
多
治
見
消
防
の
今
後
の
方
針
は
、

広
域
連
携
を
含
め
ど
の
よ
う
か
、
以
下
の

項
目
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問��

消
防
組
織
の
責
任
者
で
あ
る
市
長
が
、
多

治
見
消
防
に
求
め
る
も
の
は
何
か
。

答��【
市
長
】 

平
常
時
に
は
議
論
、
有
事
の
際
に

は
団
結
で
き
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
。

　
　

 　
常
備
消
防
は
県
内
20
消
防
本
部
中
、
消

防
団
は
県
内
42
市
町
村
中
で
最
も
優
れ
た
消

防
体
制
で
あ
る
と
期
待
を
込
め
て
伝
え
る一

方
、
市
長
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
、
装
備
・

資
機
材
の
整
備
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
る
。

　
　

 　
現
在
の
課
題
は
、
北
署
の
老
朽
化
と
位
置

で
あ
る
。
現
在
、
消
防
本
部
で
北
署
の
位
置

を
検
討
し
て
お
り
、
お
お
む
ね
候
補
地
を
絞

り
込
ん
だ
段
階
で
あ
る
。

��

問��

多
治
見
消
防
が
め
ざ
す
姿
へ
の
整
備
計
画

の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答��【
消
防
長
】 

多
治
見
消
防
が
め
ざ
す
姿
へ
の

整
備
計
画
は
、
第
７
次
多
治
見
市
総
合
計

画
の
施
策
の
実
現
を
着
実
に
進
め
て
い
く

た
め
に
、
今
あ
る
課
題
を
検
証
し
て
消
防

本
部
内
の
共
通
認
識
と
し
て
平
成
29
年
度

に
整
理
し
、
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
策
定
中
の
第
７
次
総
合
計
画
後
期
計

画
を
着
実
に
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
当
該

整
備
計
画
を
見
直
し
た
の
ち
、
関
係
部
局

と
調
整
、連
携
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

問��

消
防
団
員
の
共
済
制
度
に
関
し
、
消
防
基

金
へ
の
掛
金
は
ど
の
よ
う
か
。

答��【
消
防
長
】 

消
防
団
員
へ
の
退
職
報
奨
金

と
公
務
災
害
補
償
の
支
給
の
た
め
、
消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金

と
責
任
共
済
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。
消

防
基
金
に
支
払
う
消
防
団
員
１
人
あ
た
り

の
掛
金
は
政
令
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
団

員
の
階
級
等
に
関
係
な
く
損
害
補
償
掛

金
が
１
千
９
０
０
円
、
退
職
報
償
掛
金
が

１
万
９
千
２
０
０
円
で
あ
る
。
市
消
防
団
が

責
任
共
済
契
約
の
掛
金
と
し
て
基
金
に
支

払
う
総
額
は
、
同
政
令
で
、
１
人
あ
た
り

の
掛
金
に
前
年
度
の
10
月
１
日
現
在
に
お

け
る
条
例
で
定
め
る
消
防
団
員
の
定
数
を

乗
じ
て
得
た
額
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

問��

職
員
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、
２
交
替
制

勤
務
を
３
交
替
制
勤
務
に
変
更
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答��【
消
防
長
】 

本
市
で
は
、
昭
和
24
年
の
発
足

か
ら
今
日
ま
で
２
交
替
制
勤
務
で
あ
る
が
、

全
国
で
は
約
30
％
が
３
交
替
制
勤
務
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
市
民
サ
ー
ビ
ス
面
で
は
大
差
は
な

い
が
、
職
員
の
健
康
管
理
面
で
は
３
交
替
制

勤
務
に
や
や
優
位
性
が
あ
る
と
聞
く
。
た
だ
、

３
交
替
制
勤
務
は
多
く
の
職
員
を
必
要
と
す

る
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
現
在
、
消
防
本
部

で
検
討
を
行
って
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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山
や ま

口
ぐ ち

真
ま

由
ゆ

美
み

柴
し ば

田
た

　雅
ま さ

也
や

ハ
ン
セ
ン
病
か
ら
考
え
る
人
権
教
育

に
つ
い
て

地
域
墓
地
と
こ
れ
か
ら
の
墓
地
の

あ
り
方
に
つ
い
て

　

人
権
を
考
え
る
に
は
人
権
を
奪
わ
れ
た

ら
ど
う
な
る
か
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。
ハ
ン
セ
ン
病
の
隔
離
政
策
か
ら

無
ら
い
県
運
動
、
ら
い
予
防
法
と
い
っ
た

国
の
過
ち
、
偏
見
差
別
の
事
実
を
伝
え
、

本
当
の
意
味
で
の
「
人
権
教
育
」
を
し
て

ほ
し
い
。
そ
こ
で
、
人
権
教
育
に
力
を
入

れ
る
多
治
見
市
に
お
い
て
、
ハ
ン
セ
ン
病

か
ら
考
え
る
人
権
教
育
が
必
要
だ
と
考
え
、

質
問
と
提
案
を
す
る
。

　

昨
今
、
家
族
が
遠
方
に
居
住
し
て
い
る
、

身
寄
り
が
な
い
な
ど
、
先
祖
代
々
の
既
存

墓
地
の
維
持
が
難
し
い
世
帯
が
増
加
し
て

い
る
。
ま
た
、
墓
の
姿
も
多
様
化
し
、
今

後
違
う
形
態
の
墓
へ
の
改
葬
や
、
墓
じ
ま

い
を
希
望
す
る
市
民
も
増
え
て
い
く
と
考

え
る
た
め
、
本
市
の
墓
地
方
針
と
地
域
墓

地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問��

過
去
に
行
わ
れ
た
無
ら
い
県
運
動
、
強
制

隔
離
政
策
な
ど
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
へ
の
人

権
侵
害
に
つ
い
て
、
市
長
、
教
育
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答��【
市
長
】 

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
の
基
本
的
人

権
を
侵
害
し
た
重
大
な
人
権
問
題
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
誤
っ
た
知
識
や
偏
見
に

よ
る
人
権
侵
害
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
よ
う
、
今
後
も
人
権
の
意
識
を
高
め

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

答��【
教
育
長
】 

医
学
的
に
不
正
確
な
知
識
や
思

い
込
み
か
ら
生
じ
た
偏
見
に
よ
り
、
ハ
ン
セ

ン
病
患
者
に
対
し
て
行
わ
れ
た
い
わ
れ
の
な

い
差
別
は
、
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

重
大
な
人
権
問
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
、
学
校
教
育
に
お
い
て
子
ど

も
の
発
達
の
段
階
に
応
じ
た
人
権
意
識
を

高
め
る
た
め
の
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

��

問��

国
立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
の
教
材
無
料
貸

し
出
し
を
活
用
し
、
人
権
教
育
と
し
て
企

問��

本
市
の
市
営
墓
地
に
お
け
る
合
祀
墓
地
の

考
え
方
は
ど
の
よ
う
か
。

答��【
市
長
】 

北
市
場
霊
園
の一番
奥
の
お
よ
そ

幅
12
ｍ
×
奥
行
７ｍ
（
約
84
㎡
）
に
無
縁
墳

墓
と
墓
石
が
放
置
さ
れ
て
い
る
場
所
が
あ

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
使
い
方
を
議
論
し

て
き
た
。
①
北
市
場
霊
園
内
の
無
縁
墳
墓

を
整
理
す
る
。
②
北
市
場
霊
園
の
墓
地
区

画
使
用
者
が
将
来
的
な
こ
と
を
考
え
て
合

祀
で
き
る
よ
う
整
備
す
る
。
③
お
墓
の
マ

ン
シ
ョ
ン
を
整
備
す
る
と
い
う
３
つ
の
目
的

を
も
っ
て
整
備
す
る
。
平
成
31
年
度
予
算

に
計
上
し
、
調
査
、
検
討
を
行
う
。

��

問��

墓
地
の
新
設
や
移
設
、
拡
張
等
の
許
可
の

対
象
は
ど
の
よ
う
か
。

答��【
環
境
文
化
部
長
】 

法
律
上
で
は
、
区
画

使
用
者
の
要
件
な
ど
の
定
め
は
な
い
。
た

だ
し
、
墓
地
等
の
経
営
の
観
点
か
ら
、
地

域
の
習
わ
し
を
十
分
に
理
解
し
、
無
縁
墳

墓
化
し
な
い
よ
う
、
永
代
に
わ
た
っ
て
ま

つ
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。

画
展
を
開
催
し
て
ほ
し
い
が
い
か
が
か
。

答��【
環
境
文
化
部
長
】 

企
画
展
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
理
解
と
人
権
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
よ
い
機
会
で

あ
る
と
考
え
る
。
今
後
は
課
題
を
整
理
し

た
の
ち
、
開
催
を
検
討
す
る
。

問��

中
学
校
の
修
学
旅
行
で
、
東
村
山
市
の
国

立
ハ
ン
セ
ン
病
資
料
館
を
訪
れ
て
ほ
し
い

が
い
か
が
か
。

答��【
副
教
育
長
】 

各
学
校
は
、
教
育
計
画
に
基

づ
い
て
修
学
旅
行
を
実
施
し
て
お
り
、
平

和
学
習
や
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
い
っ
た
テ
ー
マ

か
ら
活
動
先
を
選
定
し
て
い
る
。
提
案
の

施
設
に
つ
い
て
も
、
人
権
に
つ
い
て
学
ぶ
有

意
義
な
場
の一つ
で
あ
る
と
考
え
る
。

問��

厚
生
労
働
省
発
行
の
ハ
ン
セ
ン
病
啓
発
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
市
役
所
等
に
置
い
て
ほ
し

い
が
い
か
が
か
。

答��【
環
境
文
化
部
長
】 

市
役
所
内
で
は
、
す

で
に
く
ら
し
人
権
課
窓
口
に
設
置
し
た
。

問��

地
域
墓
地
内
に
お
い
て
、
管
理
者
に
は

ど
の
よ
う
な
役
割
が
あ
る
か
。

答��【
環
境
文
化
部
長
】 

墓
地
、
埋
葬
等
に
関

す
る
法
律
第
12
条
か
ら
第
17
条
に
、
管
理

者
の
設
置
や
義
務
、
備
え
付
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
帳
簿
類
等
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　

 　

管
理
者
の
責
任
と
し
て
、
墓
地
の
新
設

や
移
設
も
含
め
、
地
域
墓
地
を
永
続
的
か

つ
適
正
に
管
理
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

問��
自
分
の
生
ま
れ
育
っ
た
と
こ
ろ
で
合
祀

墓
地
を
つ
く
り
た
い
と
思
わ
れ
る
方
も

増
え
て
く
る
か
と
考
え
る
。
地
域
墓
地

に
お
け
る
従
来
の
墓
石
式
以
外
の
墓
地

新
設
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
立
場
の

者
が
可
能
な
の
か
。

答��【
環
境
文
化
部
長
】 
基
本
的
に
は
、
そ
の

地
域
墓
地
の
管
理
者
で
あ
る
と
考
え
る
。

問��

地
域
墓
地
が
ど
の
よ
う
な
形
態
の
墓
地

に
な
っ
て
も
地
域
の
住
民
に
と
っ
て
大

切
な
場
所
と
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
継

承
し
、
適
切
な
管
理
が
さ
れ
る
よ
う
、
地

域
の
管
理
者
が
理
解
で
き
る
指
針
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
作
成
す
る
考

え
が
あ
る
か
。

答��【
環
境
文
化
部
長
】
地
域
墓
地
が
永
続
的

か
つ
適
正
に
管
理
さ
れ
る
よ
う
、「
墓
地
経

営・管
理
の
指
針
等
に
つ
い
て
」で
、わ
か
り

や
す
く
説
明
、周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る
。ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
必
要

で
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆ 

小
中
学
校
の
二
学
期
制
の
検
証
に

つ
い
て

厚生労働省発行啓発パンフ
レット　ハンセン病の向こう側

（厚生労働省ＨＰより）
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佐
さ

藤
と う

　信
の ぶ ゆ き

行

食
育
指
導
と
会
食
恐
怖
症
に
つ
い
て

　
学
校
給
食
に
お
い
て
、
食
生
活
が
自
然
の

恩
恵
の
上
に
成
り
立
ち
、
安
全
安
心
で
バ
ラ

ン
ス
の
取
れ
た
献
立
を
好
き
嫌
い
な
く
食
べ

る
こ
と
を
教
え
る
食
育
は
推
進
す
べ
き
で
あ

る
。
し
か
し
、
児
童
生
徒
に
よ
っ
て
食
事
の

ス
ピ
ー
ド
や
量
は
異
な
る
た
め
、
個
々
の
事

情
へ
の
配
慮
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
完
食

指
導
は
見
直
す
べ
き
で
あ
る
。
給
食
の
時
間

は
、
学
級
の
仲
間
や
教
師
と
和
や
か
で
楽
し

い
会
食
を
す
る
な
ど
、
学
校
生
活
の
中
で
、

緊
張
か
ら
解
放
さ
れ
、
気
分
転
換
を
図
っ
た

り
、
午
後
に
向
け
て
活
力
を
生
み
出
し
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
で
あ
る
。
行
き
過

ぎ
た
指
導
は
、
登
校
拒
否
、
体
調
不
良
、
そ

し
て
、
人
前
で
食
事
を
す
る
こ
と
に
耐
え
難

い
不
安
や
恐
怖
を
抱
き
、吐
き
気
や
め
ま
い
、

胃
痛
な
ど
を
引
き
起
こ
す
会
食
恐
怖
症
の
原

因
と
な
る
。
ま
だ
一
般
的
に
認
知
さ
れ
て
い

な
い
会
食
恐
怖
症
を
、
少
し
で
も
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
以
下
の
質
問
を

す
る
。

問��

完
食
指
導
を
行
っ
て
い
る
か
。

答��【
市
長
】 

現
在
、
全
小
中
学
校
で
強
制
的
に

完
食
さ
せ
る
指
導
は
行
っ
て
い
な
い
。

��
問��
給
食
指
導
に
対
す
る
相
談
や
不
登
校
の

状
況
は
ど
う
か
。

答��【
副
教
育
長
】 

小
中
学
校
の
給
食
指
導
に

関
す
る
相
談
件
数
は
０
件
で
あ
る
。
ま

た
、
給
食
が
原
因
で
不
登
校
に
な
っ
て
い

る
児
童
生
徒
は
い
な
い
。

問��

給
食
で
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
教
え

て
ほ
し
い
。

答��【
副
教
育
長
】 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
、
季
節
の
食

材
、
地
産
地
消
の
良
さ
や
作
り
手
へ
の
感
謝

を
伝
え
る
た
め
、
栄
養
教
諭
や
学
級
担
任

が
指
導
を
行
う
と
と
も
に
、
家
庭
科
等
に
お

い
て
食
に
関
す
る
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
バ
イ
キ
ン
グ
給
食
や
セ
レ
ク
ト
給
食
を

実
施
し
て
い
る
。

問��

児
童
生
徒
が
自
ら
調
整
で
き
る
よ
う
な

仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
か
。

答��【
副
教
育
長
】 

体
調
や
発
達
段
階
に
応
じ
、

児
童
生
徒
自
ら
食
べ
る
量
を
調
整
す
る
指

導
は
す
で
に
全
小
中
学
校
で
行
っ
て
い
る
。

問��

会
食
恐
怖
症
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は

ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
講
演
会
等
を
開

催
し
て
は
ど
う
か
。

答��【
副
教
育
長
】 

食
事
に
ま
つ
わ
る
つ
ら
い

記
憶
が
原
因
と
な
り
、
発
症
す
る
社
交

不
安
障
が
い
の
一
症
状
で
、
注
視
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
講
演
会
等
の
開
催

に
つ
い
て
は
、
校
長
会
、
教
頭
会
で
伝

え
て
い
き
た
い
。

問��

牛
乳
が
苦
手
な
子
は
お
茶
に
替
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答��【
副
教
育
長
】 

苦
手
の
度
合
い
に
も
よ
る

が
、
栄
養
士
の
管
理
の
下
で
提
供
し
て

お
り
、
苦
手
と
い
う
だ
け
で
替
え
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
全
部
を
飲

む
よ
う
な
指
導
を
す
る
こ
と
は
な
い
。

多
治
見
市
と
一
般
財
団
法
人
池
田

町
屋
公
民
館
と
の
連
携
に
つ
い
て

　

一
般
財
団
法
人
池
田
町
屋
公
民
館
は
、

も
と
も
と
多
治
見
市
と
池
田
村
が
合
併
す

る
際
、
池
田
村
の
財
産
を
財
産
区
と
し
て

残
す
こ
と
を
決
め
、
村
役
場
を
公
民
館
と

し
て
活
用
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
以
来
、
こ
れ
ま
で
の
約
70
年
間
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
運
営
し
て
き
た
。
そ
れ

を
踏
ま
え
、
以
下
の
項
目
に
つ
い
て
質
問

す
る
。

問��

現
在
、
市
内
で
設
置
さ
れ
て
い
る
社
会
教

育
法
第
21
条
に
基
づ
く
公
民
館
の
数
や

市
が
把
握
し
て
い
る
集
会
所
の
数
は
ど

の
よ
う
か
。

答��【
環
境
文
化
部
長
】 

現
在
、
社
会
教
育
法

第
21
条
に
基
づ
く
公
民
館
は
、
本
市
が
設

置
し
て
い
る
の
が
養
正
、
精
華
、
旭
ケ
丘

な
ど
の
８
館
で
、
法
人
設
立
の
も
の
は
池

田
町
屋
公
民
館
の
み
で
あ
る
。
市
内
に
あ

る
集
会
施
設
は
、
市
の
所
有
で
地
域
が
管

理
運
営
し
て
い
る
も
の
が
63
施
設
、
地
域

所
有
で
く
ら
し
人
権
課
が
把
握
し
て
い

る
も
の
が
１
５
３
施
設
あ
る
。

��

問��

池
田
町
屋
公
民
館
は
一
般
財
団
法
人
が

設
立
し
た
全
国
的
に
ま
れ
な
公
民
館
で
、

公
民
連
携
の
新
た
な
取
り
組
み
の
一
つ

で
あ
る
。
市
は
、
池
田
町
屋
公
民
館
と
さ

ら
な
る
協
力
体
制
の
充
実
を
図
る
べ
き

だ
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答��【
市
長
】 

現
在
、生
涯
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
事
業
の
実
施
の
場
と
し
て
、
地
域

の
生
涯
学
習
の
推
進
を
人
的
・
ソ
フ
ト

的
に
支
援
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

27
年
度
に
は
、
池
田
町
屋
郷
土
資
料
館

の
改
修
時
に
、
多
治
見
市
ま
ち
づ
く
り

活
動
に
対
す
る
施
設
等
整
備
補
助
金
で

１
５
９
万
４
千
円
の
支
援
を
行
っ
た
。

問��

池
田
町
屋
公
民
館
は
、
公
民
館
で
あ
り

な
が
ら
、
地
域
の
集
会
所
の
役
割
も
果

た
し
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
５
年
間
、

地
域
活
性
化
基
金
を
活
用
し
て
多
治
見

市
地
域
集
会
所
施
設
整
備
等
事
業
補
助

金
が
拡
充
さ
れ
て
い
る
が
、
社
会
教
育

法
第
21
条
に
規
定
す
る
公
民
館
は
除
外

さ
れ
て
い
る
た
め
、
池
田
町
屋
公
民
館

は
対
象
に
な
ら
な
い
。

　
　

�　

池
田
町
屋
公
民
館
は
、
建
設
か
ら
30

年
ほ
ど
が
経
過
し
、
改
修
が
必
要
な
時

期
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
補
助
金
が
拡

充
し
て
い
る
間
に
改
修
し
た
場
合
に
、

こ
の
補
助
事
業
の
対
象
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

答��【
市
長
】 

現
在
の
多
治
見
市
地
域
集
会
所

施
設
整
備
等
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
で

は
、
社
会
教
育
法
第
21
条
に
規
定
す
る

公
民
館
、
つ
ま
り
池
田
町
屋
公
民
館
は

対
象
外
で
あ
る
。
し
か
し
、
池
田
町
屋

公
民
館
の
建
設
経
緯
等
、
特
に
財
務
内

容
を
踏
ま
え
、
今
後
要
綱
を
改
正
し
て

補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど

う
か
検
討
し
て
い
く
。

森
も り

　　　厚
あつし
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答��【
市
長
】 

愛
知
県
豊
川
市
の
取
り
組
み
が

面
白
い
。
自
治
会
加
入
者
へ
自
治
会
カ
ー

ド
を
発
行
し
、
商
店
街
で
買
い
物
を
す
る

と
、
自
治
会
加
入
者
は
割
引
を
受
け
ら
れ

る
と
い
っ
た
形
で
、
内
発
的
に
加
入
を
促

し
て
い
る
。
本
市
は
、
こ
れ
か
ら
豊
川
市

の
研
究
に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
。　

　
　

 　

地
域
全
体
の
支
え
合
い
の
拠
点
は
自
治

会
で
あ
る
た
め
、
ど
う
い
っ
た
効
果
が
あ

る
の
か
、
先
進
自
治
体
を
検
証
し
て
い
く
。

��
問��
地
域
課
題
や
住
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
す
る

中
で
、
行
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
へ
の
自

治
会
の
協
力
や
取
り
組
み
は
、
ま
す
ま
す

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。　

　
　

�　
加
入
者
が
減
少
す
る
中
で
、
自
治
会
に

対
す
る
さ
ら
な
る
財
政
支
援
が
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答��【
環
境
文
化
部
長
】 

今
年
度
か
ら
地
域
振

興
基
金
を
活
用
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
醸
成
の
た

め
、
さ
ま
ざ
ま

な
補
助
金
等
の

支
援
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、

区
長
会
の
中
で

も
議
論
を
行

い
、
方
策
を
考

え
て
い
る
。　
　
　

石
い し

田
だ

　浩
こ う

司
じ

自
治
会
加
入
促
進
条
例
制
定

に
つ
い
て

　

自
治
会
加
入
率
が
低
下
す
る
中
で
、
自

治
会
参
加
を
促
す
「
自
治
会
加
入
促
進
条

例
」
を
制
定
す
る
自
治
体
が
全
国
的
に
増
え

て
き
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
後
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
お
よ
び
維
持
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
、
共
助
の
社
会
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
最
も
身
近
な
地
縁
団
体
で
あ
る
自

治
会
は
、
重
要
な
共
助
の
担
い
手
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
高
齢
化
や
都
市
化
に
よ
り
、
多

く
の
自
治
会
が
役
員
の
高
齢
化
、
加
入
率
の

低
下
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

住
民
の
方
々
に
自
治
会
の
必
要
性
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
多
く
の
方
が
自
発
的
に
参
加

で
き
る
よ
う
な
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
質
問
す
る
。

問��

自
治
会
加
入
促
進
条
例
制
定
に
つ
い
て
、

本
市
の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
か
。

答��【
副
市
長
】 

自
治
会
は
、
地
域
住
民
が
支
え

合
い
、
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
す
た
め
に
大

変
重
要
な
組
織
で
あ
る
。
自
治
会
へ
の
加
入

に
つ
い
て
は
、
区
長
会
と
協
力
し
て
加
入
促

進
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
、
未
加
入
者
、
転

入
者
の
方
に
対
し
て
加
入
を
勧
め
て
い
る
。

　
　

 　

条
例
に
つ
い
て
は
、
制
定
し
て
い
る
自

治
体
の
調
査
、
研
究
を
行
う
。
し
か
し
、

条
例
で
加
入
を
勧
め
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
絆
を
強
め
る
よ
う
な
地
域
力
向
上
を

促
進
し
、
自
治
会
の
組
織
を
強
化
し
て
い

く
こ
と
が
む
し
ろ
重
要
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
第
７
次
総
合
計
画
後
期
計
画
に
つ
い
て 区長会の様子

小
中
学
生
の
荷
物
の
軽
減
に
つ
い
て

　

脱
ゆ
と
り
教
育
で
学
習
指
導
要
領
が
変

わ
り
、
教
科
書
の
大
型
化
や
ペ
ー
ジ
数
の

増
加
な
ど
で
、
登
下
校
時
の
荷
物
は
重
量

化
し
て
い
る
。
専
門
家
か
ら
は
、
ラ
ン
ド

セ
ル
の
重
さ
は
体
重
の
20
％
を
超
え
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
平
均
６
kg
に
な

る
現
状
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
た
ち
の
健
康

と
安
全
を
守
る
た
め
、
本
市
の
対
応
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

問��

小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
荷
物
の
重
量

化
の
現
状
と
健
康
へ
の
影
響
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

答��【
市
長
】 

以
前
と
比
べ
て
荷
物
の
重
量
が

増
え
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
健

康
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
年
齢
や
体
格
、

通
学
距
離
等
に
個
人
差
が
あ
り
、
配
慮
す

る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
教
育

委
員
会
に
対
応
の
方
向
性
に
つ
い
て
指
示

を
出
し
て
い
る
。

��

問��

全
国
規
模
で
小
中
学
生
の
カ
バ
ン
の
重
さ
に

よ
る
対
応
が
問
わ
れ
て
い
る
が
、
本
市
で
は

ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
か
。

答��【
教
育
長
】 

全
て
の
小
中
学
校
で
登
下
校

の
荷
物
に
つ
い
て
軽
減
策
を
講
じ
て
い

る
。
家
庭
で
の
学
習
に
支
障
が
な
い
よ
う

に
し
た
上
で
、
学
校
に
置
い
て
い
っ
て
も

よ
い
も
の
の
指
定
や
、
持
っ
て
帰
る
も
の

を
自
分
で
決
め
る
な
ど
、
全
て
の
も
の
を

持
ち
帰
ら
な
く
て
も
よ
い
よ
う
に
配
慮

し
て
い
る
。

　
　

 　

習
字
道
具
や
絵
の
具
等
の
道
具
類
に

つ
い
て
は
、
学
校
に
指
定
の
置
き
場
所

を
決
め
、
学
期
末
や
長
期
休
暇
の
前
の

み
持
ち
帰
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問��

保
護
者
か
ら
教
科
書
等
を
置
い
て
い
っ

て
も
よ
く
な
っ
た
と
の
声
を
聞
か
な
い

が
、
今
後
実
施
す
る
の
か
。

答��【
教
育
長
】 

す
で
に
実
施
し
て
い
る
。
保
護

者
へ
の
通
知
や
、
全
校
集
会
等
で
周
知
徹

底
し
て
お
り
、
重
さ
は
減
少
し
て
い
る
。

答��【
副
教
育
長
】 

保
護
者
の
方
の
意
見
や
子

ど
も
の
発
達
段
階
や
教
員
の
感
覚
と
す

り
合
わ
せ
な
が
ら
、
今
も
検
討
を
続
け
て

い
る
。
も
し
、悩
み
を
抱
え
て
い
る
な
ら
、

学
校
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
と
一
人

一
人
に
配
慮
す
る
。

問��

定
期
的
に
荷
物
の
重
さ
を
量
っ
て
み
て

は
と
提
案
す
る
が
ど
う
か
。

答��【
市
長
】 

学
習
の
進
み
具
合
な
ど
に
よ
り

持
ち
帰
る
も
の
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
、
個
別
に
し
っ
か
り
指
導
し

て
い
き
た
い
。

　
　

 　

学
校
に
置
く
量
が
多
く
な
っ
て
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
余
暇
教
室
を
改
修
し
、

ロ
ッ
カ
ー
の
容
量
も
確
保
し
て
い
き
た

い
。

寺
て ら

島
し ま

　芳
よ し

枝
え

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆ 

読
み
書
き
（
代
読
・
代
筆
）
支
援
に

つ
い
て

◆
高
齢
者
の
ゴ
ミ
出
し
支
援
に
つ
い
て
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③
多
治
見
商
工
会
議
所
加
入
の
事
業
所
に

は
、平
成
30
年
10
月
に
岐
阜
県
の
無
料
風

し
ん
抗
体
検
査
の
チ
ラ
シ
配
布
を
依
頼
し

て
い
る
が
、今
回
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
た

た
め
、12
月
も
チ
ラ
シ
の
配
布
を
依
頼
し
て

い
る
。④
本
市
の
広
報
誌「
た
じ
み
す
と
」１

月
号
に
お
い
て
、岐
阜
県
の
無
料
風
し
ん
抗

体
検
査
の
記
事
を
掲
載
す
る
よ
う
準
備
し

て
い
る
。ま
た
、今
後
、保
健
セ
ン
タ
ー
で

行
う
行
事
の
中
で
も
周
知
に
努
め
る
。

問��

厚
生
労
働
省
は
、2
0
1
9
年
か
ら

2
0
2
1
年
の
３
年
間
で
、昭
和
37
年
４
月

２
日
か
ら
昭
和
54
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
39
歳
か
ら
56
歳
の
男
性
の
う
ち
、抗

体
検
査
の
結
果
が
陰
性
の
方
を
対
象
に
、ワ

ク
チ
ン
接
種
を
実
施
す
る
方
針
を
発
表
し

た
が
、本
市
の
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答��【
市
民
健
康
部
長
】 

現
段
階
で
は
、具
体

的
な
内
容
が
わ
か
ら
な
い
。詳
細
が
わ
か

り
次
第
、本
市
と
し
て
す
べ
き
こ
と
に
つ
い

て
、し
っ
か
り
と
対
応
し
た
い
。

�

問��

市
民
へ
の
周
知
、風
し
ん
抗
体
検
査
に
つ
い

て
の
本
市
の
考
え
方
は
い
か
が
か
。

答��【
市
民
健
康
部
長
】 

岐
阜
県
の
無
料
風
し

ん
抗
体
検
査
の
案
内
に
つ
い
て
、す
で
に
実

施
し
て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、お
も
な
も

の
に
つ
い
て
説
明
す
る
。①
本
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、目

に
付
く
よ
う
に
し
て
い
る
。ま
た
、そ
の
記

事
か
ら
岐
阜
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
リ
ン

ク
し
て
お
り
、よ
り
詳
し
い
情
報
が
わ
か
る

よ
う
に
し
て
い
る
。②
乳
幼
児
健
診
で
保
健

セ
ン
タ
ー
に
来
所
す
る
保
護
者
の
方
に
は
、

毎
月
の
健
診
実
施
日（
月
10
回
）に
岐
阜
県

が
作
成
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て
い
る
。

市政一般質問

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆
市
長
の
4
期
目
へ
の
進
退
を
問
う

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆ 

死
亡
手
続
き
の
簡
略
化
に
つ
い
て

無
料
風
し
ん
抗
体
検
査
の
対
象
者
の

拡
大
に
つ
い
て

渡
わ た な べ

部　　昇
のぼる

　

風
し
ん
は
、風
し
ん
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
お

こ
る
急
性
の
発
疹
性
感
染
症
で
、特
に
妊
娠

期
の
女
性
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、生
ま
れ

て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
が
、目
、耳
、心
臓
な
ど
に

病
気
を
持
つ「
先
天
性
風
し
ん
症
候
群
」と
い

う
病
気
に
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。今
年
度
の

患
者
数
は
２
千
３
０
０
人
を
超
え
、昨
年
度

の
24
倍
に
な
っ
て
い
る
。そ
の
よ
う
な
状
況
に

お
い
て
岐
阜
県
は
、平
成
30
年
12
月
１
日
か

ら
、無
料
風
し
ん
抗
体
検
査
の
対
象
者
を
、

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と
十
分
な
免
疫
を

持
っ
て
い
な
い
妊
婦
と
同
居
す
る
方
の
み
か

ら
、風
し
ん
抗
体
保
有
率
が
低
い
30
歳
か
ら

60
歳
未
満
の
男
性
ま
で
拡
大
し
た
。岐
阜
県

の
対
象
者
拡
大
に
よ
る
本
市
の
対
応
等
に
つ

い
て
、以
下
の
質
問
を
す
る
。

華
立
や
す
ら
ぎ
の
杜
に
つ
い
て

　

南
姫
地
域
の
方
々
の
多
大
な
る
ご
理
解

と
ご
協
力
の
も
と
、
華
立
や
す
ら
ぎ
の
杜

が
完
成
し
て
２
年
半
が
経
過
し
た
。
こ
こ

で
改
め
て
地
域
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
華
立
や
す
ら
ぎ
の
杜
の

現
状
等
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問��

霊
安
室
の
使
用
実
態
は
。

答��【
副
市
長
】 

霊
安
室
は
、定
期
的
に
行
っ
て
い

る
葬
祭
事
業
者
と
の
意
見
交
換
時
の
提
案

に
よ
り
、現
在
は
会
葬
者
の
急
な
体
調
不
良

の
際
の
休
憩
場
所
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

結
果
的
に一部
の
方
に
ご
不
便
を
お
か
け
し

た
こ
と
に
つ
い
て
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、今
後
は
霊
安
室
と
し
て
の
本
来
の
目

的
を
優
先
し
て
使
用
す
る
。

��

問��

現
在
の
家
族
構
成
や
住
居
形
態
を
考
え
る

と
、霊
安
室
の
需
要
は
増
え
て
い
く
と
思

わ
れ
る
。そ
の
霊
安
室
を
救
護
室
の
よ
う

に
使
用
し
て
い
る
経
緯
は
ど
の
よ
う
か
。

答��【
環
境
文
化
部
長
】 

葬
祭
事
業
者
と
の
意

見
交
換
の
際
、霊
安
室
を
体
調
不
良
の
会

葬
者
に
対
応
す
る
部
屋
と
し
て
使
用
す
る

ほ
う
が
有
効
と
の
意
見
が
あ
り
、当
面
霊

安
室
を
休
憩
用
の
部
屋
と
し
て
使
用
し
て

き
た
も
の
で
あ
る
。

問��

救
護
室
が
必
要
な
ら
ば
霊
安
室
と
は
別
に

つ
く
る
必
要
が
あ
る
が
、待
合
室
等
を
改

装
し
て
で
も
つ
く
る
の
か
。

答��【
市
長
】 

霊
安
室
は
本
来
の
目
的
ど
お
り

霊
安
室
と
し
て
使
用
す
る
。ま
た
、体
調
が

悪
く
な
っ
た
方
に
は
空
い
て
い
る
待
合
室

等
で
休
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
に
工
夫
す
る

な
ど
、よ
り
使
い
や
す
い
施
設
と
な
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

問��

葬
祭
事
業
者
か
ら
は
式
場
の
使
用
開
始
時
間

が
午
後
４
時
で
、通
夜
式
の
準
備
が
大
変
な

ど
の
ご
意
見
を
、参
列
者
か
ら
は
火
葬
場
の

場
所
が
わ
か
り
づ
ら
い
な
ど
の
ご
意
見
を
い

た
だ
く
。市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答��【
副
市
長
】 

現
行
の
時
間
区
分
は
、開
設
時

に
他
市
の
事
例
を
参
考
に
設
定
し
た
。こ

れ
ま
で
の
利
用
状
況
や
葬
祭
事
業
者
の
意

見
を
踏
ま
え
、時
間
区
分
の
変
更
等
、指
定

管
理
者
と
相
談
し
、よ
り
利
用
し
や
す
く

な
る
よ
う
検
討
す
る
。

答��【
環
境
文
化
部
長
】 
市
民
か
ら
の
ご
意
見

に
つ
い
て
は
、指
定
管
理
者
と
相
談
の
上
、

随
時
対
応
し
て
い

る
。案
内
板
に
つ
い

て
は
、設
置
し
て
い

る
が
わ
か
り
に
く

い
箇
所
が
あ
る
。指

定
管
理
者
に
案
内

板
周
辺
の
除
草
を

行
っ
て
も
ら
い
、少

し
で
も
案
内
板
が

見
や
す
く
な
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

若
わ か

尾
お

　靖
や す お

男

華立やすらぎの杜

無料風しん抗体検査
啓発パンフレット

（岐阜県ＨＰより）
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代
理
受
領
か
ら
除
外
さ
れ
て
お
り
、利
用
者
が

一旦
全
額
を
負
担
し
、申
請
に
よ
り
、１
～
３
割

の
自
己
負
担
を
除
く
金
額
を
保
険
給
付
と
し

て
後
日
支
給
す
る
償
還
払
い
が
原
則
で
あ
る
。

本
市
は
、住
宅
改
修
と
福
祉
用
具
購
入
に
つ
い

て
、原
則
ど
お
り
償
還
払
い
と
し
て
お
り
、受

領
委
任
払
い
制
度
は
導
入
し
て
い
な
い
。

�

問��

今
後
、導
入
す
る
予
定
は
な
い
の
か
。

答��【
福
祉
部
長
】 

住
宅
改
修
は
、他
の
サ
ー
ビ

ス
と
異
な
り
、事
業
所
の
指
定
基
準
が
な

い
た
め
、受
領
委
任
払
い
制
度
を
導
入
す

る
に
は
、事
業
所
と
市
の
契
約
に
あ
た
っ
て

事
業
所
審
査
の
仕
組
み
を
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。住
宅
改
修
費
の一部
負
担

が
難
し
い
低
所
得
者
に
対
し
て
は
、社
会

福
祉
協
議
会
の
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

の
活
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
も
案
内
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

答��【
都
市
計
画
部
長
】 

本
市
の
耐
震
改
修
工

事
の
補
助
制
度
に
つ
い
て
は
、適
正
な
補

助
執
行
を
図
る
た
め
、耐
震
改
修
が
適
正

に
実
施
さ
れ
た
こ
と
、工
事
費
の
支
払
い

が
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
後
、

市
か
ら
住
宅
所
有
者
に
対
し
、補
助
金
を

交
付
し
て
い
る
。今
後
は
、他
市
の
事
例
を

参
考
に
、代
理
受
領
が
適
正
な
補
助
執
行

に
支
障
が
な
い
か
、耐
震
化
に
ど
れ
ほ
ど

効
果
が
あ
る
か
な
ど
、慎
重
に
検
討
す
る
。

代
理
受
領
制
度
に
つ
い
て

渡
わ た な べ

辺　泰
た い

三
ぞ う

　

代
理
受
領
制
度
と
は
、
耐
震
改
修
工
事

等
の
補
助
金
の
申
請
者
が
、
耐
震
改
修
工

事
等
の
契
約
を
締
結
し
た
事
業
者
に
補
助

金
の
受
領
を
委
任
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事

業
者
が
直
接
補
助
金
を
受
領
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
あ
る
。
補
助
金
の
申
請
者

は
、
工
事
費
用
の
う
ち
、
補
助
金
を
差
し

引
い
た
金
額
を
用
意
す
れ
ば
よ
く
、
当
初

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。
代
理
受
領
制
度

は
、
介
護
ベ
ッ
ド
な
ど
に
も
利
用
で
き
る
た

め
、
こ
の
制
度
に
関
す
る
本
市
の
状
況
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

問��

介
護
保
険
制
度
に
関
し
て
、代
理
受
領
制

度
の
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答��【
市
長
】 

昨
年
の一般
質
問
で
も
答
弁
し
て

い
る
が
、当
時
と
状
況
は
あ
ま
り
変
わ
っ
て

お
ら
ず
、現
時
点
で
受
領
委
任
払
い
制
度
を

採
用
す
る
予
定
は
な
い
。介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
は
年
々
増
加
の
上
、今
期
は
保
険
料
を

大
き
く
引
き
上
げ
た
こ
と
も
あ
り
、今
後
の

介
護
保
険
料
へ
の
影
響
も
考
慮
し
な
が
ら
、

他
市
や
他
の
制
度
の
動
向
を
注
視
す
る
。

答��【
福
祉
部
長
】 

介
護
保
険
制
度
で
は
、施
設

入
所
、訪
問
看
護
、通
所
介
護
、短
期
入
所

な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
用
は
、介
護
保

険
法
に
よ
り
代
理
受
領
と
さ
れ
、自
己
負

担
を
除
く
費
用
は
、市
か
ら
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
を
通
じ
て
給
付
費
と
し
て

直
接
事
業
所
に
支
払
わ
れ
て
い
る
。

　
　

 　
し
か
し
、住
宅
改
修
と
福
祉
用
具
購
入
は
、

多
治
見
市
の
抱
え
て
い
る
危
機
、

ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
る
か
。

　

多
治
見
市
の
衰
退
の
兆
し
は
、多
治
見
市

が
行
っ
て
き
た
都
市
経
営
の
方
向
が
主
た
る

原
因
で
あ
る
。新
し
い
取
り
組
み
を
始
め
、蓄

積
さ
れ
た
歴
史
、育
っ
て
い
る
市
民
の
力
を

ま
と
め
立
ち
向
か
う
と
き
で
あ
る
と
考
え
、

質
問
す
る
。

問��

意
思
決
定
の
仕
組
み
、
政
策
検
討
の
た
め

の
広
聴
活
動
な
ど
に
課
題
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答��【
企
画
部
長
】 

庁
内
に
お
い
て
全
部
長
ま
た

は
各
部
の
調
整
担
当
課
長
に
よ
る
庁
議
で

多
様
な
観
点
で
議
論
を
し
た
上
で
、
地
区

懇
談
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
、
市

民
意
識
調
査
、
市
長
へ
の
提
言
な
ど
で
市

民
の
声
を
広
く
聞
い
て
、
政
策
決
定
を
し

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
適

切
に
対
応
し
て
い
る
。

��

問��

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
と
い
わ
れ
る
よ
う
な

転
換
期
と
認
識
し
、
総
合
計
画
も
立
て
直

す
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
う
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

答��【
企
画
部
長
】 

第
７
次
総
合
計
画
は
、
人
口

減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
議
員
全

員
に
よ
る
特
別
委
員
会
に
お
い
て
議
論
を
重

ね
、
執
行
部
と
議
会
の
協
力
の
も
と
で
策

定
し
た
。
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
７

次
総
合
計
画
の
見
直
し
に
お
い
て
も
、
前

期
計
画
の
柱
を
基
本
と
し
つ
つ
、
現
状
の

課
題
解
決
に
向
け
た
政
策
集
と
な
る
よ
う
、

議
会
と
議
論
を
し
な
が
ら
見
直
し
を
行
う
。

問��

第
７
次
総
合
計
画
の
後
期
計
画
は
ど
の
よ

う
な
視
点
で
考
え
て
い
る
か
。

答��【
企
画
部
長
】 

①
人
口
減
少
に
ど
う
対
応

し
て
い
く
の
か
。
②
地
域
力
の
向
上
の
推

進
。
③
新
し
い
収
入
確
保
の
視
点
も
踏
ま

え
た
財
政
運
営
。
こ
の
大
き
く
３
つ
の
横

断
的
な
視
点
を
持
っ
て
計
画
を
策
定
し
て

い
く
。

問��

こ
の
ま
ま
こ
の
道
が
続
け
ば
、
多
治
見
市

を
転
換
さ
せ
る
力
が
な
く
な
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
こ
こ
数
年
ど
の
よ
う

な
構
造
改
革
が
で
き
た
の
か
。

答��【
企
画
部
長
】 

人
口
が
減
少
に
移
る
中
で
、

多
治
見
市
を
ど
う
つ
く
る
か
を
総
合
計
画

で
議
会
と
共
に
議
論
し
て
、
本
市
と
し
て

で
き
る
総
合
的
な
人
口
減
少
対
策
を
行
っ

て
き
た
。
そ
の
結
果
、
人
口
推
計
も
若
干

の
改
善
が
み
ら
れ
て
い
る
と
い
う
結
果
が

出
て
い
る
。

問��

人
口
の
減
少
は
進
ん
で
い
る
が
、
人
口
推

計
が
改
善
し
て
い
る
と
い
う
根
拠
は
何
か
。

答��【
企
画
部
長
】 

第
７
次
総
合
計
画
を
着
実

に
実
行
、
実
現
し
て
き
た
こ
と
で
、
消
滅

可
能
性
都
市
を
返
上
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
い
う
点
や
、
合
計
特
殊
出
生
率
に
つ
い

て
少
し
上
向
き
の
数
値
が
出
て
い
る
点
で

あ
る
。

林
はやし

　　美
よ し

行
ゆ き

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆ 

音
羽
小
田
線
の
事
業
化
の
検
討
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆ 

廃
棄
物
行
政
に
つ
い
て
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問��

女
性
消
防
隊
の
発
足
と
現
在
ま
で
の
歩
み
は

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。

答��【
消
防
長
】 

消
防
団
員
の
確
保
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
な
か
、新
た
な
人
財
確
保
策
と
し

て
、平
成
25
年
４
月
に
各
分
団
２
名
を
目
標

と
し
て
任
命
し
た
。女
性
団
員
が
行
事
に
参

加
す
る
際
は
、各
分
団
の
女
性
団
員
が
結
集

し
参
加
す
る
こ
と
と
し
、同
年
９
月
に
女
性

消
防
隊
が
発
足
し
た
。女
性
団
員
自
ら
が
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、女
性
の
特
性
が
ど
の
よ

う
に
発
揮
で
き
る
か
を
模
索
し
な
が
ら
歩
ん

で
き
た
。

��

問��

現
在
の
活
動
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答��【
消
防
長
】 

平
成
28
年
度
に
は
、消
防
団
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー“
シ
ョ
ー
カ
ち
ゃ
ん
と
ホ
ー
ス
く

ん
”を
デ
ザ
イ
ン
し
、当
該
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
題

材
と
し
た
防
火
紙
芝
居
を
作
成
し
て
、園
児
を

対
象
に
幼
児
期
防
火
教
室
を
行
って
き
た
。ま

た
、平
成
29
年
度
に
は
、消
防
団
応
援
サ
ポ
ー

タ
ー
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
佐
藤
梓
氏

の
協
力
を
得
て
、シ
ョ
ー
カ
ち
ゃ
ん
と
ホ
ー
ス
く

ん
の
歌
と
ダ
ン
ス
を
制
作
し
、幼
児
期
防
火
教

室
の一層
の
充
実
を
図って
き
た
。

問��

女
性
消
防
隊
の
指
揮・命
令
系
統
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答��【
消
防
長
】 

女
性
消
防
隊
は
、団
本
部
の
指

揮・命
令
の
も
と
で
活
動
す
る
特
命
の
消
防

隊
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。

問��

第
24
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活
性
化
滋

賀
大
会
で
の
発
表
で
ど
の
よ
う
な
成
果
が

あ
っ
た
の
か
。

答��【
市
長
】 

音
楽
が
流
れ
る
と
会
場
に
集

ま
っ
た
消
防
関
係
者
約
3
千
7
0
0
人

全
員
が
一
体
と
な
り
、
発
表
後
は
大
き

な
拍
手
が
起
こ
っ
た
。
後
日
、
日
本
消

防
協
会
の
秋
本
敏
文
会
長
に
お
会
い
し

た
が
、
第
一
声
が
女
性
消
防
隊
の
こ
と

で
あ
り
、
幼
児
期
か
ら
の
初
期
消
火
教

育
に
つ
い
て
、
全
国
に
広
め
て
い
き
た

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
市
長
と
し

て
も
誇
ら
し
く
思
っ
て
お
り
、
今
後
も

し
っ
か
り
と
応
援
を
し
て
い
き
た
い
。

問��

女
性
消
防
隊
の
意
向
を
踏
ま
え
、消
防
団

で
の
組
織
的
な
位
置
付
け
に
つ
い
て
、例

規
の
改
正
を
考
え
て
い
る
か
。

答��【
市
長
】 

女
性

消
防
隊
か
ら

要
望
が
あ
り
、

消
防
団
内
で

認
め
ら
れ
た

の
で
あ
れ
ば
、

改
正
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

市政一般質問

そ
の
他
の
質
問
項
目

◆ 

酷
暑
等
対
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

若
わ か

林
ばやし

　正
ま さ

人
と

多
治
見
市
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
度
決
算
に
お
け
る
本
市
の
実
質

公
債
費
比
率
は
マ
イ
ナ
ス
１
．９
％
で
、
県

内
最
高
レ
ベ
ル
で
あ
っ
た
。
一
方
、
経
常
収

支
比
率
は
平
成
29
年
度
で
87
．８
％
と
、
平

成
19
年
度
の
81
．６
％
と
比
べ
て
悪
化
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
以
下
の

項
目
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

問��

本
市
の
実
質
公
債
費
比
率
か
ら
は
、
将
来

へ
の
投
資
が
過
度
に
抑
え
込
ま
れ
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
が
進
ん
で
い
る
と
の
懸

念
も
湧
く
が
、
市
長
の
見
解
は
ど
の
よ
う

か
。
ま
た
、
そ
の
成
果
を
市
民
に
還
元
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

答��【
市
長
】 

本
市
の
事
業
は
、
総
合
計
画
に
基

づ
い
て
お
り
、
将
来
へ
の
投
資
を
過
度
に
抑

止
す
る
も
の
で
は
な
い
。
現
在
の
実
質
公

債
費
比
率
は
、
中
期
財
政
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
的
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
き
た
成
果
で

あ
る
。
そ
の
成
果
は
、
公
債
費
の
負
担
を

軽
く
し
、
他
の
政
策
的
な
事
業
に
財
源
を

回
す
こ
と
で
市
民
に
還
元
し
て
い
る
。

��

問��

経
常
収
支
比
率
の
推
移
を
見
る
限
り
、
本

市
の
財
政
は
義
務
的
経
費
の
増
加
で
財
政

の
弾
力
度
・
自
由
度
が
低
下
し
て
い
る
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答��【
総
務
部
長
】 

経
常
収
支
比
率
は
、
福
祉

的
経
費
等
の
増
大
に
よ
り
全
国
的
に
上
昇

傾
向
で
、
こ
の
傾
向
は
今
後
も
続
く
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
点
も
想
定
し
、
で
き
る

限
り
将
来
の
公
債
費
に
よ
る
負
担
を
軽
減

す
る
べ
く
努
力
し
て
き
た
結
果
が
、
現
在

の
実
質
公
債
費
比
率
と
経
常
収
支
比
率
で

あ
る
。

問��

駅
南
市
街
地
再
開
発
事
業
は
、
本
市
の

従
前
権
利
の
ほ
か
に
最
大
44
億
円
の
市
費

が
投
入
さ
れ
る
事
業
で
あ
る
が
、
そ
の
ビ

ジ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
か
。

答��【
都
市
計
画
部
長
】 

本
事
業
で
は
、
駅
前

に
ホ
テ
ル
を
誘
致
す
る
こ
と
で
交
流
人
口

を
増
や
す
と
と
も
に
、
商
業
施
設
は
地
域

住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
テ
ナ
ン
ト
構
成

を
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
29
階
建
て

の
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
し
、
人
口
増
と
人

口
流
出
の
抑
制
を
図
る
。

問��

平
成
30
年
９
月
に
総
務
常
任
委
員
会
協
議

会
で
説
明
さ
れ
た
売
却
予
定
の
市
有
地
に

つ
い
て
は
、
取
得
価
格
と
処
分
予
定
価
格

に
大
き
な
差
が
あ
る
。
ま
た
、
ず
っ
と
駐

車
場
と
し
て
貸
し
付
け
ら
れ
て
お
り
、
一

度
も
行
政
財
産
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
の
経
緯
は
ど
の
よ
う
か
。

答��【
総
務
部
長
】 

そ
の
土
地
は
、
平
成
３
年

度
に
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整
理
事
業
用

地
と
す
る
た
め
に
取
得
し
た
。
結
果
的
に

事
業
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
代
替
地

と
し
て
の
価
値
は
大
き
い
と
考
え
、
普

通
財
産
と
し
て
い
た
。
こ
の
た
び
、
本

市
の
重
要
事
業
で
あ
る
若
松
町
ラ
ウ
ン

ド
ア
バ
ウ
ト
の
推
進
に
必
要
な
土
地
の

取
得
の
た
め
、
そ
れ
に
見
合
う
土
地
と

し
て
売
却
対
象
と
な
っ
た
。

女
性
消
防
隊
の
歩
み
と
今
後
の
活
動

に
つ
い
て

　

女
性
消
防
隊
が
発
足
し
て
６
年
目
に

入
っ
た
。
日
頃
の
活
動
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な
る
ご

活
躍
を
願
い
、
以
下
の
質
問
を
す
る
。

若
わ か

尾
お

　敏
と し ゆ き

之

第24回全国女性消防団員活性化
滋賀大会の様子
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市政一般質問

問��

防
災
無
線
が
聞
き
取
り
に
く
い
。瑞
浪
市
で

は
、防
災
ラ
ジ
オ
を
全
戸
に
無
償
貸
与
し
て

い
る
。緊
急
情
報
伝
達
に
有
効
な
手
段
と
し

て
、防
災
ラ
ジ
オ
の
設
置
実
現
に
向
け
て
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
ど
う
か
。

答��【
企
画
部
長
】 

防
災
ラ
ジ
オ
を
全
戸
配
布

し
よ
う
と
す
る
と
、中
継
局
の
設
置
に
約

１
億
５
千
万
円
、ラ
ジ
オ
端
末
１
個
に
つ

き
約
１
万
円
、こ
れ
を
多
治
見
市
の
世
帯

約
４
万
５
千
世
帯
に
配
布
し
よ
う
と
す
る

と
、約
４
億
５
千
万
円
か
か
り
、ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
も
年
間
約
９
０
０
万
円
か
か
る
。

　
　

 　

設
置
に
つ
い
て
は
、緊
急
防
災・減
災
事

業
債
が
使
用
で
き
る
が
、今
後
の
維
持
管

理
を
含
め
、慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、現
在
は
導
入
を
考
え
て
い
な
い
。

問��

瑞
浪
市
の
場
合
は
、恵
那
市
山
岡
町
に
単

独
の
送
信
局
が
あ
り
、他
の
市
町
村
も
利

用
で
き
る
だ
け
の
容
量
が
あ
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。本
市
が
も
し
加
入
す
る
と
す
れ

ば
、両
自
治
体
の
協
議
が
必
要
に
な
る
が
、

１
億
５
千
万
円
の
実
費
が
か
か
る
と
は
思

え
な
い
が
ど
う
か
。

答��【
企
画
部
長
】 

緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債

は
、１
０
０
％
起
債
で
き
、70
％
が
交
付
税

措
置
さ
れ
る
た
め
、有
利
と
い
う
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、そ
れ
を
踏
ま
え
て
も
、

慎
重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。瑞
浪
市
の
状
況
を
伺
っ
た
の
で
、詳
し

く
話
を
聞
き
、研
究
を
行
い
た
い
。

問��

市
民
の
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、災
害
の
歴

史
を
教
訓
と
し
て
、市
民
の
声
を
ど
の
よ
う

に
防
災
対
策
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

答���【
市
長
】 

ソ
フ
ト
面
と
ハ
ー
ド
面
を
整
備
し

な
が
ら
、防
災
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
を
し
っ
か
り
行
う
。平
成
23
年

の
台
風
15
号
豪
雨
の
際
、小
学
生
が
亡
く

な
っ
た
残
念
さ
、無
念
さ
を
忘
れ
な
い
よ
う

に
す
る
。防
災
の
歴
史
を
学
校
教
育
の
現

場
で
も
、し
っ
か
り
教
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。平
時
の
議
論
、有
事
の
団
結
で

速
や
か
に
動
く
。最
近
特
に
感
謝
を
し
て

い
る
の
は
、消
防
団
の
力
で
あ
る
。本
部
機

能
と
現
場
機
能
、こ
れ
が一体
と
な
っ
て
、安

心
、安
全
な
ま
ち
を
構
築
し
、一歩一歩
前
に

進
め
て
い
く
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

三
み

輪
わ

　寿
ひ さ

子
こ

　
自
助
・
共
助
・
公
助
の
役
割
が
急
務
で
あ
る

防
災
対
策
に
つ
い
て
、
本
市
の
取
り
組
み
が
ど

の
よ
う
か
質
問
す
る
。

問��

有
害
鳥
獣
駆
除
に
対
す
る
、
実
施
組
織
、

必
要
資
格
、
人
員
の
充
足
、
報
奨
金
、
檻

の
数
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答��【
経
済
部
長
】 

有
害
鳥
獣
捕
獲
業
務
は
猟

友
会
に
委
託
し
て
お
り
、
７
名
の
猟
友
会

員
で
捕
獲
隊
を
組
織
し
、
北
小
木
町
を
除

く
市
内
全
域
で
捕
獲
を
実
施
し
て
い
る

（
北
小
木
町
は
、
今
年
度
よ
り
住
民
５
名

で
捕
獲
隊
を
編
成
）。

　
　

 　
駆
除
の
実
施
に
は
、
狩
猟
免
許
が
必
要

で
あ
る
が
、
免
許
保
持
者
は
全
国
的
に
減

少
傾
向
に
あ
る
上
、
捕
獲
隊
員
の
高
齢
化

に
伴
い
後
継
者
不
足
に
陥
っ
て
い
る
。
イ

ノ
シ
シ
１
頭
あ
た
り
8
千
円
の
報
奨
金

を
支
払
っ
て
お
り
、
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用
の

檻
は
75
基
で
あ
る
。

��

問�
庁
内
に
お
け
る
有
資
格
者
の
人
数
は
。

答��【
経
済
部
長
】 

現
担
当
者
と
元
担
当
者
の

正
規
職
員
２
名
、
農
林
グ
ル
ー
プ
臨
時
職

員
１
名
の
合
計
３
名
で
あ
る
。

問��

担
い
手
不
足
に
対
す
る
対
策
は
あ
る
か
。

答��【
経
済
部
長
】 

猟
友
会
と
連
携
し
た
新
規

会
員
の
確
保
と
、
地
域
住
民
に
わ
な
免

許
の
取
得
を
推
進
し
、
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
活
動
を

継
続
的
に
支
援
し
て
い
る
。

問��

豚
コ
レ
ラ
へ
の
対
策
お
よ
び
市
内
に
お

け
る
現
状
は
い
か
ほ
ど
か
。

答��【
市
長
】 

イ
ノ
シ
シ
は
野
生
動
物
で
あ
る

た
め
、
豚
コ
レ
ラ
の
感
染
状
況
の
把
握

は
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
。

　
　

 　

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て
、
12
月
補

正
予
算
で
こ
れ
を
倍
増
す
る
予
算
計
上

を
行
っ
て
い
る
。
平
成
31
年
度
予
算
で

は
確
保
用
の
檻
、
人
員
を
拡
大
で
き
る

よ
う
対
応
を
行
う
。

問��

市
民
が
取
れ
る
自
己
防
衛
策
は
あ
る
か
。

答��【
経
済
部
長
】 

餌
と
な
る
野
菜
く
ず
や
生

ご
み
を
畑
等
に
放
置
し
な
い
。
耕
作
さ
れ

ず
に
荒
れ
て
い
る
農
地
な
ど
は
、
草
刈
り

を
行
っ
て

視
界
を

良
く
し
、

隠
れ
場

所
を
つ
く

ら
な
い
。

侵
入
防

止
柵
や

電
気
柵

を
設
置

す
る
こ
と

で
あ
る
。

イ
ノ
シ
シ
対
策
に
つ
い
て

　

里
山
や
駆
除
を
担
う
人
材
の
減
少
に
よ

り
、
市
街
地
で
の
イ
ノ
シ
シ
被
害
が
散
発

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
豚
コ
レ
ラ

の
流
行
等
も
あ
り
、
市
民
に
お
け
る
イ
ノ

シ
シ
対
策
へ
の
期
待
は
大
き
い
。
本
来
、

イ
ノ
シ
シ
等
の
有
害
鳥
獣
対
策
は
農
業
政

策
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
市
民
生
活

に
密
接
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
今
後
捉
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
質
問
す
る
。

吉
よ し

田
だ

　企
も と

貴
た か

市民から寄せられた伊勢湾台風の記録

捕獲したイノシシ
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平成３０年の議会活動

　１２月定例会では、継続審査となっていた「学校施設への空調機
設置を２０１９年６月末までに実現するよう求める請願」が、賛成多
数で採択され、関連する補正予算は全会一致で可決しました。この
ことを受けて、市長も議会の総意として真摯に受け止め、１日も早
いエアコン設置に取り組むことを表明しました。子どもたちの笑顔
が想像できます。
　また、１１月は、平成最後の対話集会を、はじめて常任委員会ごと
にテーマを決めて行いました。市民の皆さまの声を少しでもまちづ
くりに生かすことができるよう研究していきます。
　新しい年の議会が、市民の皆さまにとって一層身近に感じてい
ただけるよう、広報広聴研究会一同努めてまいります。

平成30年度 市民と議会との対話集会について
　市民と議会との対話集会には、市民の皆さまにご参加をいただきあ
りがとうございました。
　対話集会の詳細につきましては、平成31年３月１日発行予定の「平成
30年度　市民と議会との対話集会報告書」をご覧ください。

編集後記

広報広聴研究会

平 の30 会成 議年 活 動 平成30年の市議会の活動状況についてお知らせします。

■委員会の活動（先進地調査）■本会議開催状況

回　次 開会期間 会期
（日） 会議時間 審議

件数
第1回定例会  ２月2 2 日 ～  3 月2 2 日  29 22時間14分 65
第2回臨時会  5 月1 0 日 ～  5 月1 4 日 5 1時間49分 14
第３回定例会  6 月 １ 日 ～  6 月2 6 日 26 14時間38分 15
第４回定例会  8 月2 8 日 ～  9 月2 6 日 30 18時間27分 42
第５回定例会 11月2 2 日 ～ 12月2 0 日 29 15時間26分 20

計 119 72時間34分 156

■委員会等の活動（委員会・研究会・協議会開催状況）

委員会名
委員会 協議会

開催
日数 会議時間 開催

日数 会議時間

常
任

総 　 　 務 ６ １２時間２１分 ７ ８時間５２分

経 済 建 設 ６ １０時間４９分 ４ ８時間０４分

厚 生 環 境 教 育 １０ １９時間５３分 ７ １５時間４１分
特　
別 決 算 ３ ２１時間０６分 － －

研
究
会

広 報 広 聴 研 究 会 １５ １４時間１６分 － －
議会活性化研究会 ９ ６時間４０分 － －
 議会運営委員会 ４１ ３５時間２６分 － －
 全 員 協 議 会 － － １８ ２８時間４６分

計 ９０ １２０時間３１分 ３６ ６１時間２３分
※会議時間は、休憩時間を含んでいません。
　 上記委員会・協議会のほか、事前打ち合わせ、資料作成等を行うミーティ

ングを行っています。

■市民と議会との対話集会

委員会名 調査期日 調査先 調査項目
総務
常任委員会

１０月１５日（月）
　　１６日（火）

千葉県八千代市 公共施設の複合化について
千葉県流山市 ファシリティマネジメントについて

経済建設
常任委員会

１０月２９日（月）
　３０日（火）

静岡県焼津市
石協川・高草川流域総合的治水対策
推進協議会策定の100㎜/h安心プ
ランについて

埼玉県羽生市 羽生市のラウンドアバウト（環状交差
点）について

厚生環境教育
常任委員会

１１月 １ 日（木）
　  ２ 日（金）

大阪府箕面市 障がいを持って生まれてから就労す
るまでのトータルな支援について

大阪市西成区 にしなりこども食堂について

開催日 開催場所 参加者数
平成３０年１１月 ４ 日（日） 多治見市役所駅北庁舎 １６人

　　　１１月 ４ 日（日） 養正公民館 １５人
　　　１１月 ５ 日（月） 笠原中央公民館 １５人
　　　１１月 ６ 日（火） 養正公民館 ５人
　　　１１月 ７ 日（水） 虎渓用水広場 １５人

１１月１３日（火） 多治見市役所駅北庁舎 ８人
合　　計 ７４人

■団体と議会との対話集会
開催日 開催場所 団体名 参加者数

平成30年 ２ 月１３日（火） 総合福祉センター 地域福祉協議会 ２１人

 ２ 月１5日（木） 多治見市役所
駅北庁舎

青少年まちづくり
市民会議 ２３人

合　　計 ４４人

■中学生と議会との対話集会
開催日 開催場所 参加者数

平成30年 １ 月 5 日（金） 産業文化センター ３０人

■高校生と議会との対話集会
開催日 開催場所 参加者数

平成30年 ２ 月 6 日（火） 多治見市役所本庁舎 32人

■審議の内容（報告は除く）
議案内訳 件数 説　　明

市
長
提
出

承認議案 　３専決処分の承認
認定議案 １３平成２９年度一般・特別・企業会計決算

条例

制定 　５教育の政治的中立性の確保に関する条例ほか

改正 ４１市長の選挙におけるビラの作成の公営に関する
条例の一部改正ほか

廃止 　０

予算
当初 １３平成３０年度一般・特別・企業会計当初予算

補正 ２３平成２９・３０年度一般・特別・企業会計補正予
算

市道 認定 　８市道路線の認定
廃止 　３市道路線の廃止

契　約 　５工事請負契約の締結、物品供給契約の締結

人　事 　９副市長、子どもの権利擁護委員、人権擁護委員、
固定資産評価審査委員会委員ほか

その他 １８土地の処分、権利の放棄、和解、損害賠償の額、
第７次総合計画基本計画の変更ほか

議
員
提
出

意見書 　４所有者不明の土地利用を求める意見書ほか

その他 　５副議長辞職許可、常任委員の選任、決算特別
委員会の設置ほか

委員会提出議案 　３多治見市議会会議規則の一部改正ほか

請　　願 　１学校施設への空調機設置を 2019 年６月末まで
に実現するよう求める請願

選　　挙 　２副議長選挙、東濃西部広域行政事務組合議会
議員の選挙

計 １５６

会　長　森　　　厚
副会長　石田　浩司
会　員　渡部　　昇

会　員　古庄　修一
会　員　三輪　寿子
会　員　井上あけみ

会　員　嶋内　九一
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先進地調査を行いました

●日にち　平成30年10月16日（火）
●テーマ　 ファシリティマネジメントについて
●所　感　流山市の特徴は公共施設マネジメント啓発活動
について、全職員を対象に庁内研修会を行っていることで
ある。全庁的に全職員がアンテナを張っていることで、歳入
については、新たな自主財源の確保が可能となり、財源が
ないためにあきらめざるを得なかった事業に取り組めるよ
うになった。歳出についても、新たな財政負担を伴わない
仕組みづくりが効果として表れており、「仕方がない・我慢す
る」から「仕方を見つける・我慢しない」への転換を実施して
いた。本市においても、全庁的な研修会の開催が重要であ
ると感じた。
　流山市も、他の自治体職員同士の情報交換や連携を大
切にしている。初めての事業は大変な労力であるので、外
部研修の参加を通じての交流や連携が、お互いの市にとっ
てプラスになっているとのことだった。この連携が、本市の
これからの公共施設マネジメントの取り組みに活用できる
よう期待する。

●日にち　平成30年10月30日（火）
●テーマ　 羽生市のラウンドアバウト（環状交差点）について
●所　感　羽生市須影地内のラウンドアバウトは、中央島
が10ｍ、外径が27ｍで、交差点改良を伴うものとしては埼
玉県内初のものである。本市でもラウンドアバウトの導入が
検討されているため、羽生市が行った市民、通行者へのき
め細かい周知、例えばラウンドアバウトへの出入りや通行、
車両の優先関係に関する注意事項や歩行者への配慮事項
は、大変参考になった。また、現場には右回りであることを
示す表示板が羽生市によって設置されており、初めての人
でも回る方向がわかりやすくなっている点も参考になった。
　本市がラウンドアバウト
の導入を検討している場所
は店舗が多いため、土地の
確保が最優先になるが、計
画的に一歩一歩確実に進
行していただきたい。

●日にち　平成30年11月２日（金）
●テーマ　 にしなりこども食堂について
●所　感　初めからこども食堂をつくろうと思ったわけでは
なく、子どもの居場所をつくりたいと思って始めたことであ
る。運営をして気づいたことは、相当困った状態の子どもで
あっても、その子にとっては生まれた時からその状態なので、
本人は困っていると思っていない。週に数回なので、家庭でリ
セットされてこども食堂にくるため、月曜日は荒れているが、
通ううちに落ち着きが戻ってくる。ごはんを食べずに子ども
同士はけんかをするが、関わり合いの中で少しずつ出会った
頃より変わってきていると
のことであった。
　あくまでも「こども食堂
は貧困対策ではない、居
場所だ」本市でも引き続き

「子どもの居場所づくり」
を念頭に置いた政策を推
し進めていきたい。

●日にち　平成30年10月15日（月）
●テーマ　 公共施設の複合化
●所　感　視察先の総合生涯学習プラザは、多くの利用者
で賑わっており、事業として成功していると感じたが、運営
側としては、利用率の高い施設と低い施設（会議室等）に差
があることについて検討していくとのことであった。
　ＰＦＩ方式への整備検討を開始してから、選定業者とのアド
バイザリー業務委託契約の締結、特定業者の選定と公表、
落札者の決定および基本協定の締結までのスケジュールが
とてもスムーズな印象を受けた。また、研修会等での積極的
な情報収集や、研修先等
で知り合う他市町の担当
者との情報交換を行う姿
を拝見し、本市としても、
職員が研修会等に積極的
に参加できるよう、応援
体制の構築を支援してい
きたい。

●日にち　平成30年10月29日（月）
●テーマ　 石脇川・高草川流域総合的治水対策推進協議会

策定の100mm／h安心プランについて
●所　感　焼津市では、平成15年７月と平成16年６月に内
水被害が連続して発生したため、平成18年度に策定した「石
脇川・高草川流域総合的治水対策アクションプラン」に基づ
き、関係機関が連携して、平成31年度をめどに下流部の一
連区間の河川改修を緊急的に実施している。平成30年度
は、放水路工区と本川下流工区を分水するための分水工(護
岸工) を実施して、事業が完了する予定である。
　担当者の説明でも、雨水渠の整備を行っている現場の視
察でも、焼津市の浸水対策は、全体的に本市の浸水対策とよ
く似ていると感じた。また、焼津市が、過去に浸水の起きた地
区４カ所に優先的に設置している土のうステーション（土のう
置き場）は、大雨に備え、市民の方が自宅を守るために必要
に応じて土のうを使用できるようにしているもので、浸水対
策とともに非常に参考になった。市民の方が何を考え、何に
困っているのかを常に考えていくことが重要である。

●日にち　平成30年11月１日（木）
●テーマ　 障がいを持って生まれてから就労するまでのトー

タルな支援について
●所　感　箕面市では、市全体で生まれた子の人生を支え
る仕組みができ上がっている。障がいを持って生まれたら、
行政、教育、一般財団法人箕面市障害者事業団が切れ目な
く、終わらない支援を行っている。学校のクラスにいろいろ
な障がいがある子がいることも、その子を手助けすること
も普通のことである。その普通という風土が、就労支援の
精神にもつながっている。地域で、という言葉と、風土、と
いう言葉を何度も話されていた。ともに学びともに育つ、と
いうスローガンの中をもう少し詳しく見てみると、地域とと
もに地域で学び、地域の中で地域とともに育つ。障がいを
持って生まれた子も一緒にこの地域で成長して一緒に学ん
でいる。
　看護師の学校配置については、必要な場合に配置できる
ようになれば、より子どもや親の希望に沿った進学ができ
るため、本市でも取り組めるように提言していきたい。

総務常任委員会

経済建設常任委員会

厚生環境教育常任委員会

千葉県流山市

埼玉県羽生市

大阪市西成区

千葉県八千代市

静岡県焼津市

大阪府箕面市

総合生涯学習プラザでの視察の様子

羽生市での視察の様子

にしなりこども食堂での視察の様子


